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【１】 研究を進めるにあたって 
 

１ 研究主題 

コツを伝えあい、技能を高めるマット運動の学習 

―動作を深く観察し、言語化しあうことで運動への理解を深める― 

 

２ 主題設定の理由 

  近年、社会状況は大きく変化し、情報化や科学技術の発展、少子高齢化などは、児童生

徒を取り巻く環境にも大きな影響を与えている。それらは児童生徒の体力・運動能力の低

迷や、運動する者とそうでない者の二極化、生活習慣の乱れ、コミュニケーション能力の

低下、ストレス及び不安感の高まりを生み、大きな問題とされている。 
  これらのことは高校生において顕著であり、さまざまな要因が考えられるが、睡眠時間

の減少に代表される基本的生活習慣の乱れや、運動する機会の減少などによる運動離れ、

運動能力の低下などが挙げられる。また、携帯電話やパソコン等の利用率の増加が、集団

におけるコミュニケーションのとり方に変化をもたらしている。 
このようなことから、文部科学省では、学校教育の果たすべき役割として基礎・基本を

徹底し、自ら学び自ら考える力の育成をすることで、「確かな学力」をはぐくみ、「豊かな

人間性」やたくましく生きるための健康や体力なども含め、どのように社会が変化しても

必要なものとなる「生きる力」の育成が重要であるとしている。１） 

上記の今日的課題や目指す子どもの姿を踏まえながら六ツ川高校の現状を見ると、体育

学習においては、基本的技能を習得しきれていない生徒や、運動に対して苦手意識を抱く

生徒がいると考える。また、話しあいが十分に出来ず、課題の発見・解決が上手くいかな

い状況がみられることもあった。その傾向は仲間と協力し、自ら考え、工夫しながら自己

の技能に応じて技を習得し、それらを組み合わせて円滑に行うことが求められている器械

運動において、顕著に表れており、指導の難しさを痛感していた。今回の研究にあたり行

った事前アンケートも「マット運動が嫌い・やや嫌い」が 55%と半数を超えており、その

理由についても、「痛い」「見本の見方がわからない」などの結果が得られ、指導方法の改

善の必要性を強く感じた。 
今回の研究では授業の中で、運動技能に対する具体的な話しあいをもとに、思考を促し、

深めていく学習を通して、技能の習得を図ることを目指した。そのために、まず運動を観

察する方法を理解しながら観察し、そこから発見できたことや自ら体感した運動感覚を表

現し、お互いに伝えあう。そして、その伝えあった内容を自分なりに整理し、体現化でき

るような工夫を行うこととした。このような授業を行うことで得られた、運動動作を観察

する視点、運動感覚のとらえ方、伝え方など、技能を習得する過程で得られた経験は、他

の運動領域においても生かすことができ、また、生涯にわたって運動に親しむ資質として

重要であると考え、本主題を設定した。 
 
 
３ 研究の仮説 

主題設定の理由にもとづいて、本研究の仮説を次のように設定した。 

 
 
 
 
 
 

―仮説― 
マット運動の技のコツを探る中で身体運動を深く観察し、その姿や感覚を言葉で表

現しあうことにより、運動に対する思考の深まりと技能の高まりを生み出すことがで

きる。 
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４ 研究の内容と方法 

（１）本研究をすすめるにあたって、理論的裏づけを文献･資料をもとに行う 

ア マット運動の特性について 

（ア）機能的特性 

（イ）構造的特性 

（ウ）効果的特性 

イ 運動観察について 
（ア）運動の局面構造の理解 
（イ）運動観察の意義 
（ウ）自己観察 
（エ）リズム概念 
（オ）他者観察 
（カ）運動共感 
ウ 運動の言語化について 
（ア）言語化の意義 
（イ）自己命令の効果 
エ コツについて 
（ア）運動動作のコツとは 
（イ）コツの共有と承認 
オ 運動の習得について  
カ 効果的なグループ学習について 
（ア）グループにおける仲間関係 
（イ）人間関係と「わかる」「できる」 
キ 運動の苦手な生徒への関わり方について 
ク 感覚づくり運動について 
ケ 運動有能感について 

 
（２）理論研究をもとに学習計画を立て実践研究を行い、仮説の有効性を検証する 

ア 実態調査と分析 
（ア）予備アンケート 
（イ）事前アンケート 
イ 検証授業・中間アンケート 
ウ 学習カードの記述内容の分析 
エ 事後アンケート・分析 

 
（３）以上の理論研究と実践研究をもとに研究のまとめを行う 
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５ 研究の構想図 
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【２】 理論の研究 
 

１ マット運動の特性について 

（１）機能的特性 

機能的特性とは、マット運動の楽しさや喜びを感じる学習場面である。マット運動の

学習場面をみると、技のできばえを競いあう競争場面、技の習得や上達を目指す達成場

面、困難に打ち勝つ克服場面、技を感じをこめて表わす表現場面などがある。そして、

それらのどの学習場面で最も楽しさや喜びを感じるのかをとらえていく。マット運動の

学習の狙いは技を習熟したり、新たな技を習得したり、これらの技を組み合わせて演技

を発表したりすることから、マット運動の機能的特性とは主に達成場面にあるといえよ

う。２） 

 
（２）構造的特性 

構造的特性とは、マット運動の技の構造や仕組みである。技能とは、課題を解決し、

運動を行うための能力である。技能が発揮されている状態を観察すると、そこには一定

のまとまりをもった動きの姿をとらえることができるとともに、準備―主要―終末など

といった各運動局面の関係や目的に応じた様々な動き方がみられる。２） 

 
（３）効果的特性 

効果的特性とは、マット運動が身体や社会性などの成長・発展に与える効果である。

マット運動の学習では、器械の上で逆さになるなど日常生活では体験することのない動

きの形態をもつ「技」を直接の対象とする。そのため、マット運動の効果的特性とは、

体力の向上の観点からは、上体の筋力、身体操作技能、柔軟性などを高めることといえ

る。一方、社会的・安全的態度の育成の観点からは協力や責任などの社会的態度や器械

器具を点検するといった安全的態度の育成であるといえる。２） 

 
２ 運動観察について 

（１）運動の局面構造の理解    

  多様な運動動作を客観的に把握するために、運動（非循環）は３つの局面（準備局面

―主要局面―終末局面）に分けて、その構造をとらえることができる。 
はじめの局面は主要局面の準備であり、主要局面は直接そのときの運動課題が解決さ

れる局面である。そして、終末局面は平衡状態や静止状態への移行局面である。 
そして、この３局面の構造はよく協調した熟練した実施において、もっとも明白に顕

著に認められ、それらの局面間の移行は滑らかで非常に流動的である。したがって、各

種のスポーツ練習や授業における指導において、局面構造の認識はその運動の内容を見

極める際に重要な役割を果たすといえよう。３） 

    
（２）運動観察の意義     

技能を習得するための練習の場においては、生徒は目標となる運動を内面から「観察」

したり、他者の運動を外から「観察」したりしている。また、指導者も指導・助言の前

提として、生徒の運動を外から「観察」して情報を得ようとしている。 
この観察は単に「見る」という行為ではなく、意識的にその運動から最も大切なポイ

ントを探して「見抜く」行為となる。スポーツ実施でよく用いられるこの種の観察では、

運動を行っている人が自分の運動を中から観察する自己観察と、運動を外から観察する

他者観察が区別される。３） 
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（３）自己観察       

自分の行った運動を内側からとらえ、実施者自らの運動感覚で身体の動きを認識する

ことを自己観察という。言い換えれば、身体の各部の動きや全体の連動を知覚できたか、

思い通りに動かせているかといったことを把握しようとすることである。 

動作を習得する際に、その様相が明確になるにつれ、自己の運動をよく観察できるよ

うになる。すると、内から自分の欠点を把握し、その修正を行うことが容易になる。金

子らはその重要性を特に強調しており、「運動は結局は実施者が行うものであるから、

この自己観察の技能を発達させることが極めて重要になってくる。メンタル・トレーニ

ングあるいはイメージ・トレーニングなども結局はこの自己観察技能の向上なくしては

生きてこない」３）と述べている。 

 

（４）リズム概念          
運動におけるその内部の力の入れ具合の移り変わり、緊張とリラックスの変化をとら

えることは、その動作の特徴をとらえることにおいて大きな意味を持つ。 
うまく協調したスポーツ運動なら、その運動リズムはきわめて特徴的に表れるため、

どんな運動でもその運動に固有な力動的経過、まさにその運動特有のリズムを示す。そ

の特徴のことについて金子は、「直接に自己の体験した運動内容を意識化して自己観察

することにより、運動リズムを認識することができると同時に、他者の運動の力動的経

過を取り込んで認識する運動共感技能を保持し、発達させることができる。」４）と述べ

ている。これは運動指導の場において、リズム把握を基にした指導法が、そこに展開さ

れる運動と目的とする運動の差異を発見し、修正を可能にすることを意味している。 
運動の習得の場において、その力動的リズムをとらえることができると、たとえ大ま

かであっても、その目的とする運動動作の“基本的な骨組み”を得ることになる。 
    

（５）他者観察 

   視覚によって他者の運動経過を外から観察することを他者観察という。このときに重

要なことは、その運動経過の中の大切なポイントが「見抜け」るかである。そのために、

どの方向から何を見ようとするのかが重要であり、運動を注意深く観察し、その運動に

共感する技能が必要となる。 
そこでは、自己の運動経験や知識が不可欠であるとともに、運動を実践する者と外側

から観察する者とが理解しあい、視点と運動感覚を共有できることが求められる。３） 
 
（６）運動共感          

他者観察をすることにおいて重要なことは、見ている運動の経過を自分の体の中に取

り込み、運動感覚によって“中から”知覚していくことである。金子は、「優れた教師

が授業の時に、一緒に“考え”一緒に“思いめぐらし”たりするのと同じであり、いわ

ば、自分の生徒の思考過程に共感し、あるいは解答からその思考過程を再び組み直して

いくのと同じことなのである」４）と述べている。また、「観察した運動経過、特にその

リズム経過をやむにやまれず同時体験しているし、その経過を運動感覚によって“中か

ら”知覚していくことである。こうして教師は力動・時間的文節あるいは空間・時間的

文節においても、その起こりうる欠点に対して生徒の注意を喚起することができる」４）

と、各運動局面におけるリズムの変化（力動的リズムの経過）を感じ取ることで、重要

なポイントの気付きと運動の修正のためのアドバイスの可能性を示唆している。 
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３ 運動の言語化について       
（１）言語化の意義 

 運動動作を言葉にして伝えることは、運動への理解を深め、習得や習熟の助けになる

といえる。金子は「運動学習では適正な言語によって運動内容が再現される自己観察の

報告が重要なのである。」すなわち「自己観察ではその感じ取られた内容が言語で表わさ

れることが不可欠なのである。」３）と述べている。また、山口は言語化の大切さについ

て「注意深く観察することを促し、何度も繰り返せば、内言語（秩序付けれられていな

い言葉）は生じていますので、それを引き出し、明確な言葉にできれば、ぎこちなかっ

た動作も滑らかになってきます。よく観察し、違いが見いだせれば練習のやり方がわか

り、学生は自立できる手がかりをつかんだことになります。」５）と述べている。運動が

上手な生徒は運動のイメージがすでにあるので、運動を行うことで生じる運動感覚を、

適切な言葉を用いて説明することができるが、運動の苦手な生徒はそのイメージを描く

ことが難しいので、簡単に言葉に表すことが出来ない。そのような生徒は、運動感覚を

総動員しながら、見本や上手な生徒の姿を注意深く観察し、違いを見つけて言葉にする

努力を行う必要がある。観察することを手掛かりに、言葉を生み出し、さらに明確な言

葉にして人に伝えることによって、自分自身も運動への理解を深めることができ、技の

習得や習熟の助けを得ることになる。そして、運動が上手な生徒が運動の苦手な生徒に

アドバイスを与える際には、運動を伴って、自分自身の感覚言葉（内言語）の表現方法

に工夫を加え、かつ、より論理的な説明を加えることが求められる。そのようにするこ

とで、上手な生徒自身も同じ効果を生み出せる。このように、生徒同士が言語化した言

葉を伝えあうことは、運動への理解を助け、技能の向上をも生み出すといえる。６） 
 
（２）自己命令の効果 

  学習者に対して与えられたアドバイスが、必ずしも伝わるとは限らない。学習者が集

中力を高めて効果的にその言葉を取り入れていくためには、その内容を本人が復唱する

ことが効果的である。指導ポイントを整理して復唱する作業は、周囲の者にその意図が

伝わっているかを確認させることができるだけでなく、学習者本人が自分の身体に自己

命令をすることになるためである。イメージする運動を言葉にすることと、その言葉に

よって自分の運動を再構築することは、無意識的な運動を意識化させることができる。

それにより、運動の効率を上げることが可能になる。 
自身の胸中（内部）にあるイメージを、そこに表して（外言語化）自己命令をする能

力は、運動の理解の度合いと深い関係を持つ。また、その内容がより自分の言葉に置き

換えられるようになれば、運動動作もまた、より滑らかな優れたものとなる。５） 
上記のように運動について観察を深め、それを言葉にする作業は、運動の習得と思考

の深まりを促すといえる。 
 

４ コツについて 

（１） 運動動作のコツとは    

運動におけるコツとは、自分自身の身体の、どこをどのように動かせばよいかという

感じがつかめることである。マット運動における技のコツとは、運動を行う際の呼吸や

タイミング、力の入れどころであると定義する。そして、コツをつかむために、他者観

察を通して動作を認識したり、自己観察を通して運動感覚を把握したりしながら練習を

重ねる。目標とする運動と自分の運動の相違を次第に解消していく中で、そこに気をつ

ければ動作がうまくいくというキーポイント（コツ）を見つけたときに、最高のパフォ

ーマンスを得られるのである。７） 
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（２）コツの共有と承認              
コツをつかむとは身体でその感覚を把握することであるが、それはあくまで私的なも

のであるため、運動を指導する場では感覚の伝えあい、すなわちコツの共有化が図られ

る必要がある。三木は技術指導の問題点を、「多くの生徒に対して一つの指導ことばで

教えようとすることにある」８）と指摘しているが、生徒一人一人が違う運動感覚や運動

経験を持っていることを踏まえると、自分の体をどのように動かし、どんな力の入れ方

をすれば良いかを、理解できるようにするためには、表現方法を豊かにする必要がある

ことは当然であろう。７）８）９）10） 

体育の授業やスポーツの練習の場では運動の個人の持つコツを、周囲の者に伝えるこ

とで技能の高まりを生み出している。運動の技術も「万人のコツ」として考えることが

できるため、技術指導とは目標とする運動のコツを伝えることに他ならない。マット運

動においても一人の生徒が持つ運動のコツを他の生徒に伝える必要がある。しかし、金

子はコツの共有について次のように述べている。「運動伝承世界で、伝え手が承け手の

コツやカンの発生を促そうとするのには、双方向の運動感覚交信における相互の出会い

のなかでとらえられる『図式技術』、つまり、運動感覚図式として共有できる私一般の

運動技術が相互に理解されていなければならない。」６）実際の授業においては生徒同士

で、「こんな感じで」、「ああこんな感じね」というように、運動感覚の共有が双方で確認

されることが求められる。 

 

５ 運動の習得について 

運動が「わかる」ことと「できる」ことの両方が授業においては求められる。しかし、

運動の何が「わかる」のか、そして、「わかる」ことと「できる」ことの間を明らかにす

ることが必要であろう。 

運動を獲得するための段階において、「わかる」（探索位相）、「できる」（図式化位

相）だけではなく、さらに「わかるような気がする」（原志向位相）段階と「できるよう

な気がする」（偶発位相）段階が、「できる」ようになるためには必要である。さらに「い

つでもできる」、「より上手にできる」ようになり、「動きに変化を与えてできる」（自

在位相）ようになると、習熟した運動が新しいものに分化していくようになる。 
「わかるような気がする」（原志向位相）では、目標となる動きの学習を拒絶しないこ

とが重要である。学ぼうという意欲が最も大切であり、「動きたくなる気分」になれるこ

とが大切である。 
「わかる」（探索位相）では、学習者のこれまでの運動経験をもとにした、新しい動き

の探索が盛んになる。そこでは、運動の類似図式（アナロゴン）が有効に活用され、それ

らが「連合化」することで、新しい運動感覚が生み出されていく。 
「できるような気がする」（偶発位相）は、動きのコツが発生する最初の段階である。

それまでの学習で「できるような気がする」身体状態を味わい、「まぐれ」でできる状態

が生まれる。そこには無意識ながらコツの存在が認められる。 
「できる」（図式化位相）は最もコツが意識される段階である。まぐれの頻度が高まる

と、その運動感覚が自己観察によって整理され、「前の感じ」と「次の感じ」が区別され

る。そのすり合わせで「こうすればできる」というコツとの出会いが増し、「いつでもで

きる」状態になっていく。 
「動きに変化を与えてできる」（自在化位相）は、運動が自動化された高い段階である。

そこではコツは再び無意識になるが、いつでも呼び戻すことができる。11） 
運動のしくみを理解しようとすると「わかるような気」が起きて、次第に「わかる」よ

うになる。練習を通じて体を動かし、運動感覚を得ることで、めざす運動のイメージと自

らの運動感覚を比較するようになる。そこで、その感覚のずれを修正するうちに「できる

ような気がする」と感じ、徐々に「できる」に至ることができる。7）12） 
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今回の検証授業では映像等を用いて技の外見的な姿をイメージし、そのしくみと発展性

を認識する。そして、そのイメージを目指して感覚づくり運動等を行い、イメージと自分

の運動感覚の違いを発見・修正していくことで、「できる」ようになる。基本的な技が習

熟することで、新しい技への変化・発展が可能になると考える。 
 

６ 効果的なグループ学習について       

（１）グループにおける仲間関係 

学習に対する意欲を高め、話しあいによる理解の深まりを目指す際に有効な手段とし

て、グループ学習がある。しかし、グループにおける仲間関係をどのように築くかとい

うことが重要である。 
集団には２つの種類がある。目標を達成するために仲間関係を築いていく集団と、気

の合う人、親しい人と仲間関係を築いていく集団である。岡澤は、体育の授業における

仲間関係は目標を達成するだけでなく、親和欲求による仲間関係の影響も受けるためよ

り複雑であり、このどちらが欠けても、良い仲間関係を築くことはできないと述べてい

る。13）集団の凝集性を高め、有効なグループ学習を展開していくためには、親和的な雰

囲気で共通した目標に向かうグループ作りの工夫が求められる。 

授業の場においては、運動の苦手な生徒のグループや、特定の仲間としかコミュニケ

ーションをとらないようなグループを作ることのないように、教師が支援していく必要

がある。 
 

（２）人間関係と「わかる」「できる」      

グループ学習において技能の高い生徒と低い生徒が混在している際に、効果的な話し

あいはどのようになされるであろうか。技能の高い生徒と技能の低い生徒が関わりあう

際には、次のような効果が考えられる。 
技能の低い生徒は高い生徒からのアドバイスや動作によって、「わかる」ことが促さ

れる。また、技能の高い生徒は、友人の動作の観察をしながらポイントを整理し、アド

バイスを考えることで、自らの技への理解を深めていくことができる。 
また、運動局面を整理し、観察のポイントを共有することで、技能の低い生徒が高い

生徒にアドバイスをすることも可能となる。技能の低い生徒が高い生徒の動作において、

見本との違いを発見して伝えることで、運動を実践している生徒は動作を修正し、自己

観察を深めていくことができる。その結果、技能の低い生徒のアドバイスによって、技

能の高い生徒がさらに上達していくことができる。12） 
また、岡出らは教師の関わり方も一斉指導による一方的な伝達学習とは、大きく変わ

ることを次のように示唆している。「教師が自ら教えようとしている内容の妥当性を検

討するために必要不可欠なパートナーとして認識されるようになる。そのため教師は生

徒のわかり具合を確認するために発問することになるし、生徒とのコミュニケーション

を営まざるを得なくなる。」と述べている。12） 

上記のようにグループ学習が展開された際には、生徒相互、教師との関わりあいが生

まれる。また、生徒の知的好奇心が喚起されることで主体性も育まれ、効果的な学習が

展開されると考える。 
 

７ 運動の苦手な生徒への関わり方について 

高橋らは運動の苦手な生徒に対して、単元前半の前半において、基本的な技の達成に向

けた適切な課題の提示と適切なフィードバックが不可欠であると述べている。また、その

際のポイントは次の５つとしている。 
①運動技術の構造を理解していなければならない。 
②運動の問題点を見抜く目を持っていなければならない。 
③問題を解決するために必要な課題や場の設定の仕方に精通していなければならない。 
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④その課題や場に対応した適切な指導言葉を用意していなければならない。適切な指導

言葉は、運動を実際に行う生徒の側（主体）に立ち、課題遂行の具体的なイメージを

沸き立たせるようなものでなければならない。 
⑤フィードバックはすぐに、頻繁に行われなければならない。そして、その結果を見届

けたり、生徒に問いかけたり、課題に対応した助言を与えたり、課題に対応した助言

を与えたり、課題を変えてみる。14） 

 

８ 感覚づくり運動について 

指導言葉や視覚教材をいかに工夫しても、それだけではコツをつかむことができない生

徒は多い。自分の身体をどのように動かすか、その動きの感じが少しでもわかるような動

き方、感覚づくりの運動（アナロゴン）による指導が必要である。 
授業の場ですでに生じている運動の技能と理解力の差について、三木は次のように述べ

ている。「小学校に入ったときすでに逆上がりのできる生徒は、遊びのなかでぶら下がっ

たり、よじ登ったり、逆さになったりしているうちに逆上がりのコツを身につけたのであ

る。まだできない技を指導するとき、生徒が遊びのなかでどのようにして動きを変化発展

させながら覚えていくのかを知ることによって、動きの発生に視点を当てたアナロゴンの

指導が可能になる。」８）すなわち、遊びの中で運動のコツを身につけていない児童生徒に

対しては、体育の授業の場で意識的に感覚づくり運動（アナロゴン）を行う必要がある。 
授業の場では、技の下位教材として、その要素を含んだ易しい運動を数多くこなし、運

動感覚的体験（キネステーゼ）を豊かにする必要がある。それにより、技を「できそうな

気がする」という感じにすることができる。 
運動感覚を意識するポイントを整理することで、目標の運動と自分の運動の違いに気付

くようになる。自己観察を容易にすることで、身体内部の感覚に集中しやすくなり、目標

とする運動の感覚を自得することができるようになる。 

  細分化され、簡単にできる感覚づくり運動を繰り返すことにより、技能の向上に役立つ

と考える。 

 

９ 運動有能感について      

生徒が体育学習に楽しさを感じ、自主的に参加できるかは、運動能力や運動技能に対す

る自信の有無が深く関係する。岡澤は「有能感は、運動能力や運動技能を基礎として、自

分はできるという自信ともいえよう」13)と述べている。 
運動有能感は、「統制感」、「受容感」、「身体的有能さの認知」（表２－１）の３因子で構

成されている。 
表２－１ 運動有能感の構造とその定義 

 

 

 

 
 
 
 

統 制 感 努力すれば、練習すればできるようになるという自信 

受 容 感 教師や仲間から受け入れられているという自信 

運

動

有

能

感 身体的有能さの認知 自分はできるんだ、ここまでできるという自信 
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図２－１は、岡澤らが作成した運動有能感の測定尺度の質問フォームである。運動有能

感の３つの構成因子につき４項目の質問で構成されている。第１因子は、自己の努力や練

習によって運動をどの程度コントロールできると認知しているかを示す「統制感」、第２

因子は運動場面で教師や仲間から自分が受け入れられているという認知に関する「受容

感」、第３因子は自己の運動能力、運動技能に対する肯定的認知に関する「身体的有能さ

の認知」である。 

これら運動有能感の３因子は、体育授業における情意目標の重要な部分を構成している

と考えられ、体育授業における運動有能感尺度として妥当なものであると考えられる。 
各因子に対応している質問項目の番号と得点は、表２－２に示している。各因子の得点

はそれぞれの質問項目の答えの得点を合計して算出し、運動有能感の得点は各因子の得点

を合計して算出する。15） 

表２－２ 各因子の対応質問項目 

因 子 質問項目番号 得 点 
統制感 ③ ④ ⑪ ⑫ 
受容感 ⑤ ⑥ ⑦ ⑨ 

身体的有能さの認知 ① ② ⑧ ⑩ 

１項目５点 
計 20 点 

 
  この単元では、運動に対して生徒が感じている楽しさや自信の度合い、また、授業を受

けたことによるその変容を知るために、検証授業の事前、中間、事後の３度にわたり、運

動有能感の調査を行う。 
 
 
 
 
 
 
 

測定項目 

よ
く

当
て
は
ま
る

や
や

当
て
は
ま
る

ど
ち
ら
と
も
当

て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
当
て
は

ま
ら
な
い

全
く
当
て
は
ま

ら
な
い

① 運動能力がすぐれていると思います。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

② たいていの運動は上手にできます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

③ 練習をすれば、必ず技術や記録は伸びると思います。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

④ 努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑤ 運動をしている時、先生が励ましたり、応援してくれます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑥ 運動をしている時、友だちが励ましたり、応援してくれます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑦ 一緒に運動をしようと誘ってくれる友だちがいます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑧ 運動の上手な見本として、よく選ばれます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑨ 一緒に運動する友だちがいます。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑩ 運動について自信を持っているほうです。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑪ 少し難しい運動でも、努力すればできると思います。 （　５　　４　　３　　２　　１　）

⑫ できない運動でも、あきらめないで練習すれば、 （　５　　４　　３　　２　　１　）

できるようになると思います。

図２－１ 運動有能感の測定尺度 
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【３】 検証授業について 

 
１ 研究の仮説 

マット運動の技のコツを探る中で身体運動を深く観察し、その姿や感覚を言葉で

表現しあうことにより、運動に対する思考の深まりと技能の高まりを生み出すこと

ができる。 

 
２ 検証の方法 

（１）期 間   平成 19 年 10 月 ３日（水）～10 月 31 日（水） ９時間扱い 
（２）場 所   神奈川県立六ツ川高等学校 
（３）対 象   第１学年 女子 １・２組(28 名） 
（４）単元名   器械運動（マット運動） 
（５）方 法    

ア 実態調査と分析 

（ア）予備アンケート調査・分析  ７月 18 日（水）実施 
（イ）事前・中間・事後アンケート調査・分析 

９月 25 日（月）、10 月 17 日（水）、11 月 1 日（木）   
イ 検証授業 
ウ 学習カードの記述内容の分析(毎時) 
エ ＶＴＲの分析 
オ 結果の分析 

 
表３－１  検証の視点と方法 

検証の視点 具体的な分析の観点と方法 

（１） 

運動観察の視点を

意識して、運動を

とらえることがで

きたか 

ア 各技を３局面に分けることによって、各局面を意識して運動のコ

メントを記入することができたか。 
 （ア）事前アンケートと学習カードのコメント数の比較 
 （イ）事前アンケートと学習カードのコメント内容の比較 
 （ウ）各技の局面ごとのコメントの割合 
イ 生徒の自己評価と教師の評価の比較 

（２） 

動作のコツを理解

できたか 

ア 感覚づくり運動における動作のコツを理解できたか 
 （ア）学習カードの記述内容による分析 
イ 各々の技を行うコツを理解することができたか。 
 （ア）学習カード等の記述内容による分析 

（３） 

技能の高まりがみ

られたか 

ア 感覚づくり運動の達成度が高まったか。 
 （ア）練習での運動表現の分析 
 （イ）学習カードの記述内容による分析 
イ 課題技（大きな前転）（倒立）の技能が高まったか。 
（ア）練習や発表での運動表現の分析 
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３ 学習指導計画 

（１）単元の目標 

  ア マット運動の特性に関心を持ち、楽しさや喜びを味わえるよう、互いに協力して練

習に取り組もうとする。また、練習や運動場所および器具の安全や自分の体調を確認

するなど、健康・安全に留意しようとする。       「関心・意欲・態度」 
 

イ 技の習得や習熟に向けそのコツや課題を見つけることができる。また、課題解決に

向けた、練習の方法を工夫したり選んだりすることができる。  「思考・判断」 
    

ウ 新たな技の習得や既習の技の習熟を図り、それらを組み合わせて演技することがで

きる。                           「運動の技能」 
 
エ マット運動の特性や学び方、技の系統性と技術のしくみについて言ったり書き出し

たりすることができる。                   「知識・理解」 
 

 
 

 
（２）評価規準 

 ア 単元の評価規準 （1 年生 女子 マット運動） 
関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

マット運動の特性に

関心を持ち、楽しさや

喜びを味わえるよう、

互いに協力して練習に

取り組もうとする。 
練習や運動場所およ

び器具の安全や自分の

体調を確認するなど、

安全に留意しようとす

る。 

技の習得や習熟に向

け、そのコツや課題を

見つけている。 
課題解決に向けた、

練習の方法を工夫した

り選んだりしている。

  

新たな技の習得や既

習の技の習熟を図り、

それらを組み合わせて

演技することできる。 
 
 

マット運動の特性に

ついて言ったり書き出

したりしている。 
技の系統性と技術の

しくみについて言った

り書きだしたりしてい

る。 
課題解決のための練 

習方法や学習の進め方

を言ったり書きだした

りしている。 
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イ 具体の評価規準 （５段階） 
 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

A○ 

①新たな技の習得や既
習の技の習熟を進ん
で粘り強く図ろうと
する。 

②自分の役割を進んで
受け入れ、粘り強く
教えあったり、励ま
しあったりしようと
する。 

③器具の点検や場の安
全、自分や友人の体
調について、常に留
意しようとする。 

①感覚づくり運動や資
料、友人のアドバイ
ス等から、自分だけ
でなく友人の技のコ
ツや課題を見つけて
いる。 

②資料等から、練習内
容の見直しや新たな
課題を解決する練習
の仕方を、発見して
いる。 

 

①既習の技を常にダイ
ナミックで円滑に行
うことができる。 
②自己の能力に応じた
新たな技をダイナミ
ックで円滑に行うこ
とができる。 

③技を組み合わせて連
続技をダイナミック
で円滑に行うことが
できる。 
 

①マット運動には、技
を習得したり、習熟
したりすることを楽
しむ特性があること
について、自分の言
葉を用いて説明して
いる。 

②運動の観察眼につい
て、自分の言葉を用
いて、適切に言った
り書き出したりして
いる。 

③補助の方法について、
自分の言葉を用いて
、適切に言ったり書き
出したりしている。 

④技の系統性やしくみ
について、自分の言
葉を用いて、適切に
言ったり書き出した
りしている。 

⑤感覚づくり運動（ア
ナロゴン）の目的に
ついて、自分の言葉
を用いて、適切に言
ったり書き出したり
している。 

A 

①新たな技の習得や既
習の技の習熟を進ん
で図ろうとする。 

②自分の役割を受け止
め、進んで教えあっ
たり、励ましあった
りしようとする。 

③器具の点検や場の安
全、自分や友人の体
調について、留意し
ようとする。 

①感覚づくり運動や資
料、友人のアドバイ
ス等から、自分に合
った技のコツや課題
を見つけている。 

②資料等から、練習内
容の見直しや新たな
課題を解決する練習
の仕方を、適切に選
んでいる。 
 

①既習の技をダイナミ
ックで円滑に行うこ
とができる。 

②自己の能力に応じた
新たな技を円滑に行
うことができる。 

③技を組み合わせて円
滑に連続技を行うこ
とができる。 

 

①マット運動には、技
を習得したり、習熟
したりすることを楽
しむ特性があること
について、説明して
いる。 

②運動の観察眼につい
て、適切に言ったり
書き出したりしてい
る。 

③補助の方法について、
適切に言ったり書き
出したりしている。 

④技の系統性やしくみ
について、適切に言
ったり書き出したり
している。 
⑤感覚づくり運動
（アナロゴン）の目
的について、適切に
言ったり書き出した
りしている。 

B 

①新たな技の習得や既
習の技の習熟を図ろ
うとする。 

②自分の役割を受け止
め、教えあったり、
励ましあったりしよ
うとする。 

③器具の点検や場の安
全、自分の体調につ
いて、留意しようと
する。 

 

①感覚づくり運動や資
料、友人のアドバイ
ス等から、技のコツ
や課題を見つけてい
る。 

②資料等から、練習内
容の見直しや新たな
課題を解決する練習
の仕方を、選んでい
る。 

 

①既習の技を円滑に行
うことができる。 

②自己の能力に応じた
新たな技を行うこと
ができる。 

③技を組み合わせて連
続技を行うことがで
きる。 

 
 

①マット運動には、技
を習得したり、習熟
したりすることを楽
しむ特性があること
について、言ったり
書き出したりしてい
る。 

②運動の観察眼につい
て言ったり書き出し
たりしている。 

③補助の方法について
、言ったり書き出し
たりしている。 

④技の系統性やしくみ
について言ったり、
書き出したりしてい
る。 
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⑤感覚づくり運動（ア
ナロゴン）の目的に
ついて言ったり書き
出したりしている。 

C 

①新たな技の習得や既
習の技の習熟を断片
的に図ろうとする。 

②自分の役割を受け止
め、断片的に教えあ
ったり、励ましあっ
たりしようとする。 

③器具の点検や場の安
全、自分の体調につ
いて、断片的に留意
する。 

①感覚づくり運動や資
料、友人のアドバイ
ス等から、技のコツ
や課題を見つけられ
ないことがある。 

②資料等から、練習内
容の見直しや新たな
課題を解決する練習
の仕方を、選ぶこと
ができないことがあ
る。 

①既習の技を行うこと
ができる。 

②自己の能力に応じた
新たな技を行うこと
ができないことがあ
る。 

③技を組み合わせて連
続技を行うことがで
きないことがある。 

①マット運動には、技
を習得したり、習熟
したりすることを楽
しむ特性があること
について、断片的に
言ったり書きだした
りしている。 

②運動の観察眼につい
て、断片的に言った
り書き出したりして
いる。 

③補助の方法について
、断片的に言ったり
書き出したりしてい
る。 

④技の系統性やしくみ
について断片的に言
ったり、書き出した
りしている。 

⑤感覚づくり運動（ア
ナロゴン）の目的に
ついて、断片的に言
ったり書き出したり
している。 

C△ 

①新たな技の習得や既
習の技の習熟を図ろ
うとしない。 

②自分の役割を受け止
められず、教えあっ
たり、励ましあった
りしようとしない。 

③器具の点検や場の安
全、自分の体調につ
いて、留意しない。 

①感覚づくり運動や資
料、友人のアドバイ
ス等から、技のコツ
や課題を見つけられ
ない。 

②資料等を活用できず
練習内容の見直しや
新たな課題を解決す
る練習の仕方を、選
べずにいる。 

①既習の技を円滑に行
うことができない。 

②自己の能力に応じた
新たな技を行うこと
ができない。 

③技を組み合わせるこ
とができず、連続技
を行うことができな
い。 

①マット運動には、技
を習得したり、習熟
したりすることを楽
しむ特性があること
について、言ったり
書き出したりできず
にいる。 

②運動の観察眼につい
て、断片的に言った
り書き出したりでき
ずにいる。 

③補助の方法につい
て、言ったり書き出
したりできずにい
る。 

④技の系統性やしくみ
について言ったり書
き出したりできずに
いる。 

⑤感覚づくり運動（ア
ナロゴン）の目的に
ついて、言ったり書
き出したりできずに
いる。 

 
C. 
C△ 
の 
生徒

への 
手立

て 

○楽しさや喜びを味わえ
ない生徒には、その理
由を確認し、声かけ等
の働きかけを多くす
る。 

○周囲の生徒を参考にさ
せて、学習資料などを参
照し、自ら考えるように
働きかける。 

○周囲の生徒を観察した
り、質問・学習カード
を利用したりする。 

○具体的にわかりやすく
説明して確認する。 
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（３）指導と評価の計画 

学習活動における 
具体の評価規準 

時

間 

学習のねらいと活動 関心 
意欲 
態度 

思考 
判断 

運動 
の 
技能 

知識 
理解 

評価規準と方法 

は
じ
め 

１ 

（
１
） 

１運動感覚の自覚と表現（言語化）の方法を

身に付ける。 

２基本的な技の習熟（感覚づくり運動を通し

て）を図る。 

（１）動作の言語化のオリエンテーション 

・感覚づくり運動の意義を理解する。 

・系統性を理解する。 

・グループごとに、感覚づくりの運動

を行う。 

・技の習得に向けた運動感覚の基礎を

培う。 

・コツを言葉にする。 

 
 
③ 

   
 ① 

 
⑤ 

【関心・意欲・態度】 
③器具の点検や場の安全、自分の体調につ

いて、留意しようとしている。 
（行動観察）（学習カード） 
【知識・理解】 
①マット運動には、技を習得したり、習熟

したりすることを楽しむ特性があること

について、言ったり書き出したりしてい

る。 
(行動観察) (学習カード) 

⑤感覚づくり運動（アナロゴン）の目的に

ついて、言ったり書き出したりしている。 
（行動観察）（学習カード） 

は
じ
め 

２ 

（
２
） 

１運動の観察法を理解する。 

大きな前転と伸膝前転、開脚前転を身に

つける。 

（１）運動観察のオリエンテーション 

  ・自己観察と他者観察の理解をする。 

（２）できる技の確認 

・事前アンケートの内容との技能の差

異を知る。 

（３）補助法の確認 

・倒立の補助法を理解し、練習する。 

③    
 
 
 

② 

 
 

③ 

【関心・意欲・態度】 
③器具の点検や場の安全、自分の体調につ

いて、留意しようとしている。 
（行動観察）（学習カード） 
【知識・理解】 
②運動の観察眼について言ったり書き出し

たりしている。 
（行動観察）（学習カード） 
③補助の方法について、言ったり書き出し

たりしている。 

な
か 

１ 

（
３
・
４
） 

１異なる技能の者同士のグループで現在で

きる技を中心に技能の習熟を図る。 

２コツを探り、伝えあうことで技の理解を深

める。 

（１）異なる技能のグループ練習 

・現在できる技を中心に技能の習熟を 

図る。 

・グループで互いにコツを探り合う。 

・感覚をコツボードに記入する。 

・他人のコツを試してみる。 

・問いかけを行い、見本との相違を伝え

る。 

・コンピューターやビデオ等撮影機器の

教具を用いる。 

・目的の達成に向けた練習の場を選ぶ。 

 
 
 

① 

② 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

 

 
 
 
 
 

① 

 

 【関心・意欲・態度】 
①新たな技の習得や既習の技の習熟を図ろ

うとする。 
（行動観察）（学習カード） 
②自分の役割を受け止め、教えあったり、

励ましあったりしようとする。 
（行動観察）（学習カード） 
【思考・判断】 
①感覚づくり運動や資料、友人のアドバイ

ス等から、技のコツや課題を見つけてい

る。 
（行動観察）（学習カード） 
【技能】 
①既習の技を円滑に行うことができる。 
（行動観察）（映像資料） 
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な
か 

２ 

（
５
・
６
・
７
） 

１同じ技の習得を目標とするグループで新

しい技能の習得を図る。 

２コツを探り、共有化を図る。 

（１）同じ技の習得を目標とするグループで

の練習。 

・新しい技の習得を図る。 

・習得に向けた試行錯誤を繰り返す中

で、教えあいと運動の共感をさらに

深める。 

・コツボードの言葉を確認し、試しな

がらグループ練習を行う。 

・目的意識をもち、用意された教材や

教具を活用する。 

① 

 
 
② 

 
 
 
 
 

① 

② 

 

② 

 

 
 
 
 
 

② 

④ 

【関心・意欲・態度】 

①新たな技の習得や既習の技の習熟を図ろ

うとする。 

（行動観察）（映像資料） 

②自分の役割を受け止め、教えあったり、

励ましあったりしようとする。 

（行動観察）（学習カード） 

【思考・判断】 

①感覚づくり運動や資料、友人のアドバイ

ス等から、技のコツや課題を見つけてい

る。 

（行動観察）（学習カード） 

②資料等を活用しながら練習内容の見直し

や、新たな課題を解決する練習の仕方を

選んでいる。 

（行動観察）（学習カード） 

【技能】 

②自己の能力に応じた新たな技を行うこと

ができる。 

（行動観察）（映像資料） 

【知識・理解】 

②マット運動の技の補助の方法について、

言ったり書き出したりしている。 

（行動観察）（学習カード） 

④技の系統性やしくみについて、言ったり

書き出したりしている。 

(行動観察)（学習カード） 

な
か
３ 
（
８
） 

 

１習得した技を組み合わせて、美しく、円滑

に行う方法を身に付ける。 

（１）習得した技を組み合わせた、連続技の

練習。 

・技のつなぎや構成について考察しなが

ら練習する。 

・場の調整に留意しながら、安全を確保

する。 

 
 

 

② 

 
 
 
 
 

③ 

 

 【思考・判断】 

②資料等を活用しながら練習内容の見直し

や、新たな課題を解決する練習の仕方を

選んでいる。 

（行動観察）（学習カード） 

【技能】 

③技を組み合わせて連続技を行うことがで

きる。 

（行動観察）（映像資料） 

ま
と
め 

（
９
） 

１学習した技の発表を行う。 

２友人の演技を観察・評価する。 

（１）競技会 まとめ 

・練習や演技の仕方を工夫して行う。 

・友人の演技を正しく評価する。 

・協力して発表会を行う。 

  
 
 
 
② 

 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
① 

【技能】 

③技を組み合わせて連続技を行うことがで

きる。 

（行動観察）（映像資料） 

【思考・判断】 

②資料等を活用しながら練習内容の見直し

や、新たな課題を解決する練習の仕方を

選んでいる。 

（行動観察）（学習カード） 

【知識・理解】 
①マット運動には、技を習得したり、習熟

したりすることを楽しむ特性があること

について、言ったり書き出したりしてい

る。 
(行動観察) (学習カード)  
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（４）単元計画  ９時間扱い 

時

間 

１  

はじめ① 

２  

はじめ② 

３・４ 

なか① 

５・６・７ 

なか② 

８  

なか③ 

９  

まとめ 

ね

ら

い 

ねらい１ 

自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る 

ねらい２ 

新しい技を習得し、組み合わせて連続技を行う 

集合・挨拶・健康観察 

本時の確認・準備運動 

感覚づくり運動 

集合・挨拶・ 

健康観察 

単元の確認・ 

本時の確認 

準備運動  

集合・挨拶・ 

健康観察 

本時の確認・ 

準備運動  

感覚づくり運動 

 

 

動作の言語化の

オリエンテーシ

ョン 

 

感覚づくり運動 

 

グループごとに

サーキット形式

での運動 

 

 

運動観察のオリ

エンテーション 

 

 

グループに分か

れて大きな前転

の練習 

 

 

 

 

・大きな前転、開

脚前転、伸膝前

転、後転、等 

・倒立とその補助

法の練習 

・運動を行いなが

ら、気がついた

技のコツをコ

ツボードに記

入 

 

 

 

・グループごとに

協力して、目指

す技の習得に

向けて練習 

・コツボードのコ

メントや PC の

映像をもとに

練習 

 

 

 

・倒立（ほん

転技群）と

つなぎ技の

練習 

・はじめから

最後まで技

を連続して

行う練習 

発表会  

・全員の前で、

一人ずつ発

表 

・審査表をも

とに、技を

相互評価 

 

まとめ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

50 

 

整理運動  本時の反省（カード記入）  次回の確認 

 

 

４ 学習の工夫について 

（１）課題技について 

  ア 前転 

予備アンケートの結果から全員ができると答えた技は前転のみであったため、課題

技とした。しかし、ここで扱うのはダルマ転がりのような小さな前転ではなく、マッ

ト運動の技の系統に位置づけられる大きな前転とする。大きな前転は回転の途中で上

体と膝が大きく離され、後半には回転の勢いが生み出される。体をボールのように小

さく丸め、足の蹴りを回転エネルギーにする小さな前転とは、明確に区別される。 

大きな前転での腰角の増大は足の投げ出しの勢いを作り、それは背中と腰をマット

から高く離して、位置エネルギーを大きくすることによって、さらに有効となる。図

３－１（Ａ）のように背中とマットとの角度を大きく保っているうちに、足の投げ出

しが力強く行われると、回転力は倍加される。図３－１（Ｂ）のように背中がマット

について足を抱えるようにしていても、膝を曲げて立ちあがることはできるであろう

が、伸膝で立ちあがるように技を発展させることは難しい。したがって、前転の段階

においても、“腰角増大”の操作を身に付けておく必要がある。金子はこのことを「発

展の芽となる大切な技術」と述べている。16）17） 

グループで補助やアドバイスをしあい、互いにコツを探りあう 

同じ技の習得を目指す者 

同士のグループ練習 
異なる技能の者同士のグループ練習 
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この腰角増大の技術によって、下肢の運動が増加し、この運動エネルギーと高い重

心から生まれる位置エネルギーが自然な起き上がりを可能にする。また、設置の瞬間

に腹筋の緊張が不可欠であり、これが下肢の運動を上体へ伝導する繋ぎとなる。そし

て、頭がついたあとに足が高く上がり、腰が大きく開いた勢いのある前転ができると、

その後の前転の発展技の習得が容易になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 倒立 

ほん転技群の技を行うための基本技として、倒立を前転と同様に課題技として位置

づける。予備アンケートの結果から半数以上の生徒が「やったことがない」「できな

い」と答えたため、すべての生徒が習得すべき課題技として設定する。   

また、生徒の習得の程度には個人差が生じることが予想されるため、最終日の発表

会では、補助をつけて行うことも認める。 

 

（２）グループ編成 

   マット運動においては、個人の持つ技能に大きな違いがあり、それによるマット運動

に対する意識傾向の違いも大きく現れている。事前アンケートの結果からも、マット運

動を苦手とする生徒はマット運動に対する関心が低い傾向にある。 
今回の研究では、生徒相互の教えあいを促すため、単元の前半のグループ学習（１～

５時間目）に、事前アンケートの記述からマット運動への関心が高いと思われる生徒を、

各グループに均等に分け、基礎的な運動課題をもとに、互いの感覚を伝えあうこととす

る。初めは関心の高い生徒からの一方的な伝達になると予測されるが、感覚を伝え、互

いの運動を見あい、見本と見比べたりすることで、自らの技への理解を深めることがで

き、次の技に発展していく際の基礎を固めることができると思われる。また、苦手な生

徒は、関心の高い生徒を観察して、その感覚を問いかけることにより、自らの運動のイ

メージを作ることができ、さらに、高い生徒に対しても、見本との違いを見出し、アド

バイスをすることができる。 
   後半のグループ学習（６～８時間目）においては、目標とする発表技が類似している

者同士になるように、グループ編成を行う。新しい技への挑戦とその習得は、予備アン

ケートからもわかるように生徒の最も望むことであるので、伝えあいが活発になるよう

に活動時間は十分に確保する。 
 

（３）コツ発見カード・コツボード・学習カード 
グループ学習において教えあいを促す際に観察のポイントを整理させ、話しあいを有

効にするために、グループ練習で表現された感覚言葉等をクラス全体で明らかにし、他

のグループで出されたコツも自分のイメージの中に取り入れるようにする。そのために、

各々が発見した技のポイントとなる言葉を、局面毎に具体的に書き出すようにする。 

図３－１ 大きな前転と小さな前転
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学習カードについては単元学習の流れを確認するために、各自が時間ごとに記入する。

そこでは、グループ学習や技能習得のポイントを確認するとともに、目標に向けた活動

の記録と、その課題や感想を書き入れる。教師は必要に応じてアドバイス欄にコメント

を記入する。 
 
（４）IT 教材 

   生徒の運動への理解を促すために視覚教材を用意する。その活用には具体的に次の３

点が考えられる。 
①見本の運動等の教示  ②自分の運動の確認  ③局面構造の説明。 

   ①はノートパソコンを各グループが 1 台ずつ使用し、見本の映像を自由に見られるよ

うにする。②ではビデオ・デジタルカメラ等のムービー機能を生徒が使用し、グループ

内で撮影と確認を行う。③では教師が全体に対して運動観察の視点を伝える際にプレゼ

ンテーションソフトを利用して説明を行う。 
    
（５）感覚づくり運動 

事前アンケートの結果を受けて、技のコツを理解し、且つ、その感覚を体で覚えるた

めに、感覚づくり運動を行うこととする。表３－２に示したこれらの運動を１・２時間

目ではそのねらいやポイントを意識させながら、丁寧に行い、３時間目以降は準備運動

の内容にも含めながら、コツの発見と、技の習得に向けた活動として行うこととする。 
 

 

（６）運動観察の視点について 

運動の観察の視点を理解し、その視点で運動を見ることができるように、１・２時間

目に IT 教材（プレゼンテーションソフト）を用いて、３局面の見取りの説明を行う。そ

して、各時間に学習カードやコツボードにおいて、３局面に分けた運動連続図を提示し、

運動を局面ごとに整理して見ることと、書き出すことができるようにする。さらに、常

に生徒が動作に集中できるように、教師は感覚の問いかけや運動リズムの意識づけを頻

繁に行う。 
 
（７）単元構成について 

単元の前半と後半の構成に違いを持たせることでマット運動の学習を効率的に行うよ

うにする。１～４時間目はマット運動が苦手な生徒に注目した基礎技能の習得や確認を

行い、５～８時間目は新しい技の習得や連続技の練習を行うように計画する。それによ

り、全ての生徒が一人ひとりの技能に応じて、技を工夫して行ったり、連続させて美し

く行ったりできるようになると考えた。また、前半では基礎的な運動の実践を通じて、

運動の３局面をとらえたり、その感覚を言葉に表したりする。それにより、後半は技の

習得に向けた効果的な話しあいができると思われる。最終の９時間目は各々が練習を重

ねた課題技と、自己の技能に応じて自由に選んだ自由技を組み合わせて発表を行う。さ

らに、ＶＴＲの映像をもとに、自分の姿を観察し、自己の運動の課題の発見を行うこと

とする。 
 

運動の名称 ねらい 運動の名称 ねらい 

ゆりかご 順次接地 前転＆ジャンプ  技の連続性 

ブリッジ ほん転技の終末 カエル足打ち 逆さ感覚 

しゃくとり虫  腕支持感覚 川跳び 横移動感覚 

背倒立 逆さ感覚 うさぎ  腕支持感覚 

Ｖ字腹筋 腹筋の緊張   

表３－２ 感覚づくり運動の主なねらい 
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５ 授業の実際 

９時間扱いの１時間目  10 月 ３日（水）  第１校時（８：50～９：40） 

ね ら い １  自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る。 

本時のねらい （１）運動感覚の自覚と表現（言語化）方法を身に付ける。 

（２）基本的な技の習熟（感覚づくりの運動を通して）を図る。 

学習の流れ 

  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

10
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 

２ 本時の学習の確認 

３ 準備運動 

・生徒の健康状態を確認する。 

・技の基礎となる感覚づくり運動を

行うことを伝える。 

 

 

30
分 

な
か
① 

運動感覚を自覚し、感覚言葉

等で表現することが、技の理解

に必要であること。 

感覚づくり運動を通して、技

のコツの要素を身に付けること

が大切であること。 

 

１ オリエンテーション 

２ 感覚づくり運動を行いなが

ら、その動作の感覚を伝えあ

う。 

・①～⑥の感覚づくり運動を

行う。 

 ①ゆりかご 

 ②ブリッジ 

 ③背倒立 

 ④Ｖ字腹筋 

 ⑤カエル足打ち 

 ⑥川跳び 

・上記の運動の意義を考える

・動作の感覚を話す。 

３ 感覚づくり運動をサーキッ

ト形式で練習する。 

・６か所に分かれる。 

・一つの運動を１か所で行い、

合図があったら走って次の

場に進む。 
 

・アンケートの結果と授業の見通し

を伝える。 

 

・技の系統性と習得に段階があるこ

とを伝える。 

 

・各種の基本の運動の示範を行う。

 

・ポイントを絞り、力の入れ方（力

動的リズム）について、具体的な

言葉がけをする。 

 

・一人ひとりの動きを観察し、声を

出しながら運動することを促す。

 

・自分の課題を友人と確認し、話し

あうように伝える。 

 

・肯定的な言葉で積極的に教え合い

を進める（感覚言葉等を否定しな

い）よう伝える。 

 

・それぞれの運動において危険が無

いように目を配る。 

 

・行う運動を順次に指示する。 

【関心・意欲・態度】 
③器具の点検や場の安全、自分

の体調について、留意しよう

としている。 
（行動観察）（学習カード） 
 
【知識・理解】 
①マット運動には、技を習得し

た り、習熟したりすること

を楽しむ特性があることに

ついて、言ったり書き出した

りしている。 
（行動観察）（学習カード） 
 

 
 

10
分 

ま
と
め 

１ 片付け 

２ 学習の振り返り 

・感覚づくり運動の目的につ

いて確認する。 

・学習カードに記入する。 

・体調を確認する。 

３ 次時の確認 

・協力して片付けを行うよう促す。

・感覚づくり運動が、技の基礎とな

ることを伝える。 

・学習カードの使い方を説明する。

・次時の内容を確認し、進め方を伝

える。 

【知識・理解】 

⑤感覚づくり運動（アナロゴン）

の目的について言ったり書

き出したりしている。 
（行動観察）（学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り  

授業のはじめでは、プレゼンテーションソフトを使用し、予備アンケートの結果を説明した。そして、

マット運動の技を行えるようになるためには感覚づくり運動が必要であり、そこで感じる運動感覚をとら

えることが大切であることを伝えた。生徒は興味を持って積極的に取り組んでいた。 
学習カードの記述内容から、各種目において教師が示したおおむねのポイントは理解されていることが

分かったが、実際に行うこととは、やはり別であったようであり、種目によっては難しいようであった。 
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９時間扱いの２時間目  10 月 ５日（金）  第５校時（13:25～14:15） 

ね ら い １  自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る。 

本時のねらい （１）運動の観察法を理解する。 

        （２）大きな前転と伸膝前転、開脚前転を身に付ける。 

学習の流れ 
  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 
２ グループごとに集合 
３ 本時の学習の確認 
４ 感覚づくり運動 
・グループ内でペアを作り観察
や補助を含めて、各種の運動
を行う。 

 ・動作のポイントや自分の感じ
ていることを、積極的に言葉
にする。 

 ・各種の運動の構造を考え、ど
の技につながっているかを理
解する。 

・生徒の健康状態を確認する 
・出席確認と練習グループの発表
を行う。 

・しゃくとり虫と前転＆ジャンプ
の行い方と目的を説明する。 

・技のしくみを意識しながら感覚
づくり運動やその後の活動を進
めていくように伝える。 

 
 
 
 

【関心・意欲・態度】 
③器具の点検や場の安全、
自分の体の調子につい
て留意しようとする。 

（行動観察）（学習カード）
 

25 
分 

な
か 

技の構造を理解するためには、
運動の観察法が大切であること。
 大きな前転は準備・主要局面に
おいて、膝が伸び、回転力を生み
出すこと。 
 
１ 運動観察法のオリエンテーシ
ョン。 

 ・プレゼンテーションソフトの
映像から運動の局面構造を理
解する。   

 ・技の系統性を理解する。 
２ 自己の技能の確認 
（接転技群） 
・前転を中心に接転系の技を行
う。 

・実践者と助言者の役割分担を行う。
・自己観察では運動感覚を常に
意識する。 

 ・他者を観察する際は３局面に
分け、見取る。 

 ・局面を整理して伝えあいを行
う。 

 ・３局面の視点を明確にもって
見取る必要があることを理解
する。 

・プレゼンテーションソフトを利
用し、観察法等を説明する。 

・３局面の構造を理解できるよう、
映像等で説明する。 

・技の系統性を理解するために、
前転を例にとり、感覚づくり運
動や大きな前転が開脚前転や伸
膝前転に発展していくことを説
明する。 

  
・グループごとの練習場所を伝え、
大きな前転から開脚前転、伸膝
前転の練習を行うように促す。
・役割分担を整理するように伝え
る。 

・自己の感覚を言葉にして、表現
するように促す。 

・３局面を意識して観察するよう
に促す。 

・局面を整理して相手に伝えるよ
うに促す（主要局面の足の高さ
など）。 
 
・安全に留意して練習を行うよう
に促す。 

【知識・理解】 
②運動の観察眼について言ったり

書き出したりしている。 
（行動観察）（学習カード） 
③補助の方法について、言ったり

書き出したりしている。 
（行動観察）（学習カード） 
 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する 
・体調を確認する。 

３ 次時の確認 

・協力して片付けができるように
する。 

・自分で感じたコツをカードに書
き出すように促す。 

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 

授業のはじめでは感覚づくり運動をサーキット形式で行い、技の感覚をコメントしあった。その内容は

「腰を上げる」「つま先をまっすぐにする」などが多かった。その後、プレゼンテーションソフトの映像

で局面構造の説明を行った。前転を題材に、運動の構造を（はじめ）―（なか）―（おわり）の３局面に

視点を整理することを説明した。 

最後に、予備アンケートのコメントをもとにして編成されたグループごとに分かれ、大きな前転の練習

を行った。うまく回れずに頭や首が痛いという生徒や、小さな前転を連続して回ったために、目が回って

しまったという生徒が見受けられた。 
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９時間扱いの３時間目  10 月 10 日（水）  第１校時（８：50～９：40） 

ね ら い １  自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る。 

本時のねらい （１）異なる技能の者同士のグループで現在できる技を中心に技能の習熟を図る。 

（２）コツを探り、伝えあうことで技の理解を深める。 

学習の流れ 
  学習の内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 
２ 本時の学習の確認 
３ 感覚づくり運動 
  

・生徒の健康状態を確認する。 
グループ学習を行う際の注意点
を説明する。 

・発表会では３種目行うことを説
明する。 

・移動の際の感覚づくり運動を説
明する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

25 
分 

な
か 

コツを理解するためには、自己
の感覚や他者の動きを３局面でと
らえることが大切であること。 
感覚づくり運動の重要な動きが

各種の技のコツに繋がっているこ
と。 
各種の技を習得するためには、

伝えあったコツを手掛かりに、個
に応じた練習を行う必要があるこ
と。 
 
１ 異なる技能の者同士のグルー
プにおける前転、開脚前転、伸
膝前転の練習を行う。 
・グループでアドバイスをしあ
い、互いにコツを探りあう。

・他者を観察し、運動感覚の問
いかけを行い、見本との相違
を伝える。 

・技を行い、自らの運動感覚を
言葉に表す。 

・感覚言葉等をコツボードに記
入をする。 

・他から出されている他者のコ
ツを試してみる。 

・問いかけを頻繁に行う。 
・肯定的な言葉を交わす。 

 
 

・大きな前転から開脚前転、伸膝
前転の練習を行い、局面ごとに
コツを探り、コツボードを利用
してコツの共有を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・実践者と観察者に分かれ、交互
にアドバイスするように促す。

・局面を整理し、相手に伝えるよ
うに促す（主要局面の足の高さ
など）。 

・ボードへのコツの記入を促す。
・ 開 脚 と 伸 膝 へ の 発 問 を 行
う。終末局面の違いが大きいこ
とを説明する。そのための中間
局面として、背倒立を行うこと
を説明する。 

・自己の感覚を言葉にして、表現
するように促す。 
・安全に留意するように促す。 
 

【関心・意欲・態度】 
②自分の役割を受け止め、
教えあったり、励ましあ
ったりしようとする。 
（行動観察） 
（学習カード） 

【思考・判断】 

①感覚づくり運動や資料、友人の

アドバイス等から、技のコツや

課題を見つけている。 

（行動観察）（学習カード） 

 
 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する 
・体調を確認する。 

３ 次時の確認 

・本時の課題が改善されたかどう
か、学習カードで振り返ったり、
各技のコツを３局面で書いたり
するように伝える。 

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 

感覚づくり運動のしゃくとり虫と前転ジャンプでは、そのねらいが理解されていなかったためか、それらが何の技に

つながるかを書く欄には、空欄が多かった（しゃくとり虫が何であるか知らない生徒も多かったため、動作のイメージ

が伝わっていなかったこともある）。感覚づくり運動の後、開脚前転と伸膝前転を練習した。示範の後に、それぞれの

種目練習とコツボードへの記入を交互に行った。伸膝前転と開脚前転をできる生徒があまり見られなかったこともあ

り、コツボードへの記入内容は上の部分（外見の様子）がほとんどであった。 
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９時間扱いの４時間目  10 月 12 日（金）  第５校時（13：25～14：15） 

ね ら い １  自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る。 

本時のねらい （１）異なる技能の者同士のグループで現在できる技を中心に技能の習熟を図る。 

（２）コツを探り、伝えあうことで技の理解を深める。 

学習の流れ 
  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１集合、挨拶、出席確認 
２本時の学習の確認 
３感覚づくり運動 
  

・生徒の健康状態を確認する。 
・グループ学習を行う際の注意点
を説明する。 

・移動の際の感覚づくり運動を紹
介する（うさぎ跳びを入れて、
２回ずつの移動）。 

 

25 
分 

な
か 

自己の動きを言葉に表すことが
各種の技の理解に繋がること。 
発表会に向け、新たな技のコツ

を探ることが大切であること。 
 
１ 異なる技能の者同士のグルー
プにおける、開脚前転、伸膝前
転、後転の練習を行う。 
・グループで補助やアドバイス
をしあい、互いにコツを探り
あう。 

・技を行い、自らの運動感覚を
言葉に表す。 

・感覚言葉等をコツボードに書
く。 

・ボードに出されている他人の
コツを試してみる。 

・他者を観察し、運動感覚の問
いかけを行い、見本との相違
を伝える。 

２ 発表会に向けた新しい技の練
習を行う。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・練習を進める中で、コツを探る
ための話しあいを促す。 

・３局面を踏まえて話をすること
を促す。 

・運動感覚を意識することを促す。
・問いかけを頻繁に行う。 
・感覚言葉等を多く出すように促
す。 

・感覚言葉が多く出せるよう、感
覚づくり運動との関連を説明す
る。 

・コツボードを確認することを促
す。 

・技のポイントや補助法を示範も
交えて行う。 
・後転の説明を示範も交えて行う。
 
・倒立の補助法を伝える。 
・互いの補助を確実に行うよう、
巡回して、声をかける。 
 
 

【関心・意欲・態度】 
①新たな技の習得や既習の技の習

熟を図ろうとする。 
（行動観察）（学習カード） 
 

【技能】 
①既習の技を円滑に行うことがで

きる。 
（行動観察）（映像資料） 
 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する 
・運動有能感のアンケート 
・体調を確認する 

３ 次時の確認 

・本時の課題が改善されたかどう
かについて学習カードで振り返
ったり、各技のコツを３局面で
書いたりするよう促す。 

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 
感覚づくり運動では、前回のしゃくとり虫と前転＆ジャンプに加えて、新たにうさぎ跳びを紹介し、６回の移動に

おいて３種目を２回ずつ行うこととした。 
開脚前転、伸膝前転、後転をそれぞれ練習し、その後、発表会に向けた新たな技の練習を行った。特に伸膝前転は

難しいようであり、単元計画時は全員への課題とするつもりであったが、大きな前転、又は開脚前転とした。後転に

ついては腕のつき方、首に負担のかからないまわり方を紹介して、それを練習した。後転が怖くてできない生徒や、

行ったことがないという生徒に対してはおおむね好評だったことが、後の学習カードの記述などからうかがえた。 
当初予定していた倒立とその補助法の指導については、次時に行うこととした。 
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９時間扱いの５時間目  10 月 17 日（水）  第１校時（８：50～９：40） 

ね ら い １  自らの技能を確認し、既習の技の習熟を図る。 

本時のねらい （１）同じ技の習得を目標とするグループで新しい技能の習得を図る。 

（２）コツを探り、共有化を図る。 

学習の流れ 
  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 
２ 本時の学習の説明 
３ 感覚づくり運動 
 

・生徒の健康状態を確認する。 
・倒立は全員の課題になることを
伝える。 

・感覚づくり運動を行うように声
をかける。 

 
 
 
 
 
 

25 
分 

な
か 

倒立を行うために、腕支持や顎
の状態、振り上げ足の動きを意識
すること。 
倒立を安全に行うための正しい

補助法を理解すること。 
伝えあったコツを手掛かりに、

個に応じた新しい技を練習するこ
と。 
 

１ 補助法を含めた倒立の練習 
・補助者を２人つける 
・腕支持感覚の確認 
・あごの上げ下げの確認 
・振り上げ足の確認 
・戻り方の確認 
 

２ 目標の技別のグループ学習 
・大きな前転、接転技群、ほん
転技群の３種類を順に練習を
行う。 

・グループで互いにコツを探り
あう。 

・技を行い、自らの運動感覚を
言葉に表す。 

・感覚言葉等を書き留め、コツ
ボードに記入する。 

・他から出されている他人のコ
ツを試す。 

・他者を観察し、運動感覚の問
いかけを行い、見本との相違
を伝える。 

・ノートパソコンを用いて、見
本の確認をする。 

・補助法の説明を行う。 
・グループごとに補助を行い、倒
立の練習を行うよう指示する。

・各グループが安全に練習できる
か、巡視する。 

  
・発表する技ごとに分かれ、グル
ープごとに練習を行うように声
かけをする。 

・大きな前転、接転技群、ほん転
技群の３種類を順に練習を行う
ように声かけをする。 

・お互いに気づいたことを教えあ
うように声をかける。 

・補助や模範演技を行う。 
・補助を確実に行うように声をか
ける。 

・コツボードの下の欄の言葉を考
えるように促す。 

・ノートパソコンの扱い方を説明
する。 

 
 

【思考・判断】 

①感覚づくり運動や資料、友人の

アドバイス等から、技のコツや

課題を見つけている。 

（行動観察）（学習カード） 

【知識・理解】 

②マット運動の技の補助の方法に

ついて、言ったり書き出したり

している。 

（行動観察）（学習カード） 
 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する。 
・体調を確認する。 

３ 次時の確認 
 

・協力して片付けができるように
声かけをする。 

・本時の課題が改善されたかどう
か振り返るように声をかける。

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 

感覚づくり運動は流れが理解されてきたが、繰り返しの中で動きの集中力が鈍ってきた様子であった。 
感覚づくり運動の後は、倒立の方法とその補助法を伝え、グループごとに分かれて練習していった。学

習の様子や後の学習カードのコメントより、補助付きであっても倒立は身体的・心理的に大きな課題とな

っていることがうかがえた。 
しかし、予想以上に全体への実技指導が必要と感じられたことから、一斉指導中心の授業展開となった

ため、グループでの教えあい、学びあいの授業展開の時間が短縮されてしまった。 
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９時間扱いの６時間目  10 月 19 日（金）  第５校時（13：25～14：15） 

ね ら い ２  新しい技を習得し、組み合わせて連続技を行う。 

本時のねらい  （１）同じ技の習得を目標とするグループで新しい技能の習得を図る。 

（２）コツを探り、共有化を図る。 

学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 
２ 本時の学習の説明 
３ 感覚づくり運動 
 

・生徒の健康状態を確認する。 
・前のグループで感覚づくり運動
を行う目的を話す。 

・感覚づくり運動で、ポイントを
伝える。 

 

25 
分 

な
か 

共有化された各種の技のコツを
身につけるために、ポイントを意
識した反復練習を行うこと。 
 
１ 同じ技の習得を目指す者同士
のグループ学習 
・ノートＰＣで技を確認する。
・グループで協力しながら、互
いにコツを探りあう。 

・技を行い、自らの運動感覚を
言葉に表す。 

・感覚言葉等をコツボードに記
入する。 

・他者を観察し、運動感覚の問
いかけを行い、見本との相違
を伝える。 

・他から出されている他人のコ
ツを試す。 

（大きな前転） 
・腰を高く上げ、腰角を大きく
する。 

・背倒立を意識する。 
・後頭部から順次接地する。 

（倒立） 
・補助者を２～３人つける。 
・腕支持感覚を意識する。 

 ・あごの上げ下げを確認する。
 ・振り上げ足を確認する。 
・戻り方の確認と工夫を行う。

（発表する種目） 
 ・発表会で行う技を各自で考え、

練習を行う。 

・お互いに気づいたことを教えあ
うように声をかける。 

・ノートＰＣの使用法について巡
回しながら説明する。 

・補助を確実に行い、安全に留意
するように声をかける。 

・問いかけを頻繁に行い、運動感
覚を意識するように促す。 

・感覚言葉等をコツボードに書く
ように促す。 

・コツボードの感覚言葉を見て、
言葉に表される感覚を試すよう
に声をかける。 

・一人ひとりが取り組んでいる技
について大事なポイントを説明
する。 

・補助や示範を行う。 
・グループごとに技のポイントが
違うので、巡視を行い、安全に
配慮するよう促す。 

・倒立の補助法に工夫が必要なグ
ループに助言を行う。 

・発表技が決まらない生徒につい
ては、ノートＰＣ等をもとに、
技を試すように声かけをする。

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

①新たな技の習得や既習の技の習

熟を図ろうとする。 

（行動観察）（映像資料） 

【思考・判断】 

②資料等を活用しながら練習内容

の見直しや、新たな課題を解決

する練習の仕方を選んでいる。

（行動観察）（学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

④技の系統性やしくみについて、

言ったり書き出したりしてい

る。 

(行動観察)（学習カード） 

 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する。 
・体調を確認する。 

３ 次時の確認 

・協力して片付けができるように
声かけをする。 

・本時の課題が改善されたかどう
かについて振り返るように声を
かける。 

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 

授業の振り返り 
感覚づくり運動では、技につながる動きが身につき始めていることと、具体的なそれぞれの運動のポイントを事前に

示し、集中力を切らさずに続けることが必要であることを伝えた。 
グループを改編し、発表会の技が類似した生徒同士とした。その結果、互いの課題が共有しやすくなり、コミュニュ

ケーションが活発化している様子がうかがえた。さらに、巻いた毛布や手形・足形などを用意し、グループごとに大き

な前転や側方倒立回転などを練習した。 
また、倒立が苦手なグループでは補助の方法をアレンジしたり、ほん転技群を目指すグループは、技を見合ったりし

ながら練習を行った。それらの合間に、技を行う感覚をコツボードに書きに行ったり、目指す技についてのコメントを

探したりしながら、内容を確認する様子が見られた。 
本時からノートＰＣを６台設定し、各グループに一つずつ、自由に技を確認できるようにした。 

 

 



26 
 

９時間扱いの７時間目  10 月 24 日（水）  第１校時（８：50～９：40） 

ね ら い ２  新しい技を習得し、組み合わせて連続技を行う。 

本時のねらい （１）同じ技の習得を目標とするグループで新しい技能の習得を図る。 

（２）コツを探り、共有化を図る。 

学習の流れ 
  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 
分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 
２ 本時の学習の説明 
３ 感覚づくり運動 
 

・生徒の健康状態を確認する。 
・コツに対するコメントを紹介す
る。 

・感覚づくり運動と技との関連を
説明する。 

 
 
 
 
 
 
 

25 
分 

な
か 

共有化された各種の技のコツを
身に付けるために、ポイントを意
識して、反復練習を行うこと。 
各々が選んだ新たな技のコツを

探り、反復練習を行うこと 
 
１ 同じ技の習得を目指す者同士
のグループ学習 
・ノートＰＣで技を確認する。
・グループで協力しながら、互
いにコツを探りあう。 

・技を行い、自らの運動感覚を
言葉に表す。 

・感覚言葉等をコツボードに記
入する。 

・他者を観察し、運動感覚の問
いかけを行い、見本との相違
を伝える。 

・他から出されている他人のコ
ツを試す。 

（大きな前転） 
・腰を高く上げ、腰角を大きく
する。 

・背倒立を意識する。 
・後頭部から順次接地する。 

（倒立） 
 ・補助者を２～３人つける。 
・腕支持感覚を意識する。 
・あごの上げ下げを確認する。
・振り上げ足を確認する。 
・戻り方の確認と工夫を行う。

（発表する種目） 
 ・発表会で行う技を各自で考え、

練習を行う。 

・お互いに気づいたことを教えあ
うように声をかける。 

・ノートＰＣの使用法について巡
回しながら説明する。 

・補助を確実に行い、安全に留意
するように声をかける。 

・問いかけを頻繁に行い、運動感
覚を意識するように促す。 

・感覚言葉等をコツボードに書く
ように促す。 

・コツボードの感覚言葉等を見て、
言葉に表される感覚を試すよう
に声をかける。 

・各々が取り組んでいる技につい
て大事なポイントを説明する。

・補助や示範を行う。 
・グループごとに技のポイントが
違うので、巡視を行い、安全に
配慮する。 

・倒立の補助法に工夫が必要なグ
ループに助言を行う。 

・発表技が決まらない生徒につい
ては、ノートＰＣ等をもとに、
技を試すように声かけをする。

【関心・意欲・態度】 

②自分の役割を受け止め、教えあ

ったり、励ましあったりしよう

とする。 

（行動観察）（学習カード） 

【技能】 

②自己の能力に応じた新たな技を

行うことができる。 

（行動観察）（映像資料） 

 

10 
分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 
２ 学習の振り返り 
・学習カードに記入する。 
・体調を確認する。 

３ 次時の確認 

・協力して片付けができるように
声かけをする。 

・本時の課題が改善されたかどう
かについて振り返るように声を
かける。 

・次時の内容を確認し、進め方を
伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 
感覚づくり運動では前転＆ジャンプの意義を説明して、実践していった。 
その後、グループごとに技の練習を行った。最初は大きな前転から始め、丸めた毛布を使って、それを越えながら

回転した。それにより、腰角が開き、膝が伸びるようになる生徒が見受けられた。また、学習カードに書き表されて

いる内容にしたがって、前転の出来栄えを相互にチェックしていった。 
倒立の練習では補助をしあいながら進める様子が見られた。事前に学習カードで補助法の確認をしていたこともあ

ってか、戸惑う様子はなかったが、やはり、苦手な生徒に対しては重点的に支援していく必要があった。 
また、エバーマットや手形・足形などを使い、ハンドスプリングや側方倒立回転の練習を行う生徒や、ノートＰＣ

を活用しながら技のイメージを固めようとする生徒の姿が見受けられた。 
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９時間扱いの８時間目  10 月 26 日（金）  第５校時（13：25～14：15） 

ね ら い ２  新しい技を習得し、組み合わせて連続技を行う。 

本時のねらい  （１）習得した技を組み合わせて、美しく、円滑に行う方法を身につける。 

学習の流れ 

  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 

分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 

２ 本時の学習の確認 

３ 感覚づくり運動を、技の達成

に繋がるように、工夫して行う。

・生徒の健康状態を確認する。 

・コツへのコメントを紹介する。

・感覚づくり運動を技と関連させ

て工夫するよう伝える。 

・ゆりかご（後転しても良い） 

・カエル（倒立しても良い） 

・しゃくとり（回っても良い） 

・ブリッジ（立てるか） 

 

25 

分 

な
か 

技を美しく円滑に組み合わせる

ためには、ジャンプやターンなど

のつなぎ技の正確な技術が必要で

あることと、その方法を理解する

こと。 

 

１ 連続技の練習 

 ・技のつなぎや構成について

考えながら、連続技の練習を

行う。 

  （クロス、ターン、ジャンプ）

・技を美しく行うように心掛け

て練習を行う。 

・互いに観察しあいながら、気

づいた点を助言しあう。 

・ノートＰＣで技を確認する。

・コツボードのコツを試す。 

・場の調整に留意しながら、安

全を確保する。 

・繋ぎのポイントをスムーズに行

うために、技の終末局面を変化

させることを伝える。 

 （クロス、ターン、ジャンプ）

・技を連続させて行うように声を

かける。 

・技を美しく見せるために、指先

や足先の動きに留意するように

声をかける。 

・開始時と終了時にポーズをとる

ように声をかける。 

・技の系統と自己の能力に応じて、

演技の構成を考えるように指示

する。 

・接触や衝突の無いように、技の

方向や順序に気を配る。 

・安全のためにエバーマットが必

要な生徒には使用を促す。 

 

【思考・判断】 

②資料等を活用しながら練習内容

の見直しや、新たな課題を解決

する練習の仕方を選んでいる。

（行動観察）（学習カード） 

【技能】 

③技を組み合わせて連続技を行う

ことができる。 

（行動観察）（映像資料） 

 

10 

分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動 

２ 学習の振り返り 

・学習カードに記入する。 
・体調を確認する。 

 

３ 次時の確認 

・本時の課題が改善されたかどう

か振り返るようにする。 

・次時の内容を確認し、進め方を

伝える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 
感覚づくり運動では、ゆりかごから後転、カエル足打ちから倒立、しゃくとり虫から前転など、各種

目から具体的な技にアレンジすることを示唆した。ブリッジから立ち上がろうとしたり、川跳びを側方

倒立回転にしたりする様子がうかがえた。 
発表会前の最後の練習であったため、足の交差やジャンプ、ターン等の技を示範するとともに、技を

連続させ、全体の流れをまとめていく必要性を伝えた。 
練習の前半は倒立の出来栄えのチェックとつなぎ技の練習、後半ははじめのポーズから終わりのポー

ズまでを通して行う時間とした。特に、生徒は課題技の前転や倒立が気になる様子であり、それらにお

いて互いを見あったり、ノートＰＣの映像を確認したりする様子が見られた。そのため、再三にわたり、

連続技の練習を促す声かけを行っていった。 
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９時間扱いの９時間目  10 月 31 日（水）  第１校時（８：50～９：40） 

ね ら い ２  新しい技を習得し、組み合わせて連続技を行う。 

本時のねらい （１）学習した技の発表を行う。 

        （２）友人の演技を観察・評価する。 

学習の流れ 

  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

15 

分 

は
じ
め 

１ 集合、挨拶、出席確認 

２ 本時の学習の確認 

３ 準備運動 

４ グループごとに練習 

・生徒の健康状態を確認する。 

・発表会への流れを伝える。 

・発表に備えて、準備運動と練習

を丁寧に行うように声をかける。

 

 

 

 

25 

分 

な
か 

発表する３種目を美しく円滑に

行うための方法を理解すること。

他者の発表を観察し、その様相

を評価すること。 

 

１ 発表会  

・グループごとに指定された位

置に座り、審査シートを持つ。

・決められた順番の通りにグル

ープごとに前に出て連続技の

発表を行う。 

・練習した技を、正確で円滑に

行えるように留意する。 

・発表者の演技を、観察の視点

を意識して審査する。 

①前転 

②倒立 

③各自の技 

④全体の印象 

・発表会を効率よく行う 

・友人の努力を認める 

・発表の手順と注意事項を伝える。

・各グループの演技の観察と審査

を行う。 

・発表会が効率よく進むように声

をかける。 

・発表のときには拍手を行うよう

に声をかける。 

・演技の審査をするように用紙を

配布し、記入するように声をか

ける。 

・審査を行う際には、観察の視点

を意識するように声をかける。

・発表会を効率よく行うよう声を

かける。 

・友人の努力を認めるよう声をか

ける。 

 

 

【技能】 

③技を組み合わせて連続技を行う

ことができる。 

（行動観察）（映像資料） 

【思考・判断】 

②資料等を活用しながら練習内容

の見直しや、新たな課題を解決

する練習の仕方を選んでいる。

（行動観察）（映像資料） 

【知識・理解】 
①マット運動には、技を習得した

り、習熟したりすることを楽し

む特性があることについて、言

ったり書き出したりしている。 
(行動観察) (学習カード) 

 
 
 
 
 
 
 

10 

分 

ま
と
め 

１ 片付け・整理運動・体調確認

２ 学習の振り返り 

・学習カードに記入する。 

３ 単元の振り返り 

４ アンケートの記入 

・協力して片付けができるように

する。 

・学習カードの記入を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 
出席確認の後、準備運動を行い、すぐに各自の発表技を練習した。その後、グループごとに指定の

場所で審査表を手にして座り、発表会が開始された。 

発表会の進行はスムーズであり、全員が発表者の演技に集中していたため、緊張感が漂っていた。

発表種目は大きな前転、倒立（前転）、自分の技１、（自分の技２）の組み合わせとし、それらの技の

一つ一つと全体の印象を全員で審査していった。 
連続技として全体をまとめるにはもう一息であると感じたが、一つ一つの技に集中して行う様子が

見られた。また、技の審査は友人と相談して、観点を確認しながら慎重に行っている様子も見られた。 
全員が発表会の進行に協力し、計画通りに終了することができた。 
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６ 検証授業の結果と考察 

研究主題に迫るため、検証授業から得られたデータを検証の視点に沿って分析し、マッ

ト運動の動作を深く観察し、言語化することで、思考の深まりと技能の高まりを考察する。 
 なお、分析・考察を進めていく上で文中に使用する図表の標本数は次の通りである。 
 

検証授業の対象人数 第１学年 １・２組 女子 28 名（必修） 

各時の出席者数 

 

（１）運動観察の視点を意識して運動をとらえることができたか 

ア 各技を３局面に分けることによって、各局面を意識して運動のコメントを記入する

ことができたか。 

（ア）事前アンケートと学習カードのコメント数の比較 

図３－２、図３－３は、事前アンケートで記述されていた前転と倒立のコメント

の数と、それぞれ５時間と４時間の授業のなかで記述されたコメントの総数を比較

したグラフである。前転のコメントは 16 個から 163 個に、倒立は６個から 178 個

に大きく増加したことがわかる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に、図３－４、図３－５は、事前アンケートで記述されていた開脚前転と伸

膝前転のコメントの数と、それぞれ２時間と１時間の授業のなかで記述されたコメ

ントの総数を比較したグラフである。開脚前転は 14 個から 103 個、伸膝前転は９個

から 45 個に増加したことがわかる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

活動者数 28 28 28 24 23 24 24 24 24 

図３－２ 前転のコメント数の比較 図３－３ 倒立のコメント数の比較 

図３－４ 開脚前転のコメント数の比較 図３－５ 伸膝前転のコメント数の比較
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図３－６は、事前アンケートで

記述されていた後転のコメント

の数と、１時間の授業のなかで記

述された後転のコメントの総数

を比較したグラフである。11 個か

ら 44 個に増加していることがわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（イ）事前アンケートと学習カードのコメントの内容の比較 

表３－３は、事前アンケートの各技のコメントの概要である。技の名称がそのま

ま記述されているコメントが多いことがわかる。 

 

表３－３ 事前アンケートにおける各技のコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントの概要  
 コメントの概要  
 コメントの概要 

足をそろえる（２） 足を開いて前に回る（６） うしろにまわる（３） 

いきおい（３） 勢いで回る（４） 勢いよくふんばって後に倒れる（２） 

体をまるくする（２） 足を開いてスムーズに立つ つまさきまできちんとのばす 

まわる（８） 回りながら足を開き、手をついておきる 手を耳につけて後ろ向きにまわる（３） 

つまさきまできちんとのばす（３） まっすぐ足をする 

後転 

(11)

おそばやのポーズから（２） 

前転 

(16) 

  

開脚

前転 

(14) 

あたまをおでこぐらいにつく 

 

 

※逆立ちの図 足を伸ばしたまま前転（５） 

 

 

さかさまに手でたつ 足を床にまっすぐつけて前転する 

 

 

手の位置や頭 へそをずっと見てる 

 

 

倒立する バンッ！ 

 

 

手をついて立っているときの逆になる  （図） 

 

 

倒立 

(6) 

手で三角形作る。頂点を見る 

伸膝

前転 

（９） 

前回りの中で足を前に伸ばして、伸ばしたまま

起きる 

 

 

図３－６ 後転のコメント数の比較 
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表３－４は、単元を通じて学習カードに記述された生徒Ｙのコメントであり、こ

の生徒は事前アンケートの中で「見本の見方がわからない」と答えていた。 
各時に練習を行った技について、３局面に分けられ、技のポイントを掴んだコメ

ントが記載されていることがわかる。また、各時の感想で多くの友人の姿を丁寧に

観察しながら学習を進めていたこともわかる。 
（なお、この表の※のコメントは、その前の時間までにも、その技の同じ局面にお

いて記述されていたため、集計時は新しいコメントとしては数えない。） 

 

 
技 日 局面 コメント 各時の感想 

はじめ   

なか エビみたいに 
後
転 

4 

おわり 両手をしっかりつきながら回る 

Ｉさんは後転の過程がうまいと思った。足が伸びてて  

（図解による説明図）こんなふうになってた。 

片足をまず高く上げてからもう

片足で蹴る はじめ 

足で弧を描くように 

なか アゴを出す 

倒
立 

5 

おわり 足をピンと伸ばし、両手で体を支える

Ｔさんの倒立はつま先まで伸びててキレイでした。 

はじめ アゴをあげ、床を見る 

なか   6 

おわり アゴをひく 

手をくずさないで、足もしっかり伸ばしてやったら後転が

できるようになった。 

肘を伸ばす 
はじめ 

あごを上げる 

つま先まで伸ばす 
なか 

足がふらつかないように 

お腹に力を入れて引っ込める 

倒
立 

7 

おわり 

あごをひく※ 

O さんの倒立はキレイでした。おなかに力を入れるといいら

しい。 

そば屋のポーズ 
はじめ 

PC では中の人が背中を丸めてた 

両手をしっかりマットに（図示）
なか 

ちっちゃく回ってた 

後
転 

8 

おわり 立てるとなおいいよね 

Ｔさんのウサギがすごい跳ねててすごいと思いました。皆

うまい人は怖さを恐れずやってるみたいなので、私もマッ

トを友達と信じて、頑張りたいです。 

発
表 

9 感想 

三点倒立は補助がうまくてやり

やすかった。やっぱ補助は大切だ

なあと思った。ポーズとか指先ま

でピンとしたらもっと良かった。

今回のマットは今までとは違って、ちゃんとお手本を見せ

てくれたり、きっちりコツを教えてくれたからやりやすか

ったです。アンケートばっかじゃん！とか思ったけど、そ

れもすごく後々役に立ったんだなあと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 表３－４ 学習カードにおける生徒Ｙのコメント 
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（ウ）各技の局面ごとのコメントの割合  
図３－７は学習カードに記述された技の各局面のコメントの総数である。これに

より、はじめ 238 個、なか 205 個、おわり 189 個のコメントがあることがわかる。 

図３－８は各技におけるコメント数の割合である。前転ははじめが 40％、おわり

が 25％であることに対して、開脚前転、伸膝前転は、はじめが 24％、31％、おわ

りが 40％、36％となっている。また、倒立と後転では、はじめが共に 42％と他の

局面に比べて多くなっていることがわかる。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

イ 生徒の自己評価と教師の評価の比較  

９日目の発表会では、ビデオ撮影された自分自身の映像を見て、自己評価を行った。 

図３－９は各自が行った技について、その課題点の記入の有無を調べたものである。

自己分析と課題発見を促す「自分の技の課題となる点」への記入率は、大きな前転と

倒立については共に 100％。自分の技１、技２についてはそれぞれ、83％、75％であ

った。 

 また、図３－10は生徒が発見した課題と教師の考えた課題の妥当性をみたグラフで

ある。適合率は前転では 100％、倒立では 96％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－７ 各局面のコメントの数 

図３－９ 自己の課題の記入率 図３－10 教師評価と自己評価の適合率 

図３－８ 各技の局面ごとのコメント数の割合 
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「（１）運動観察の視点を意識して、運動をとらえることができたか」についての考察

 学習カードでは、生徒は各技のそれぞれの局面について、時間を重ねるごとに数多く

のコメントを出すようになった。特に課題技の大きな前転や倒立については、各々が複

数のコメントを出している。同じ技の同じ局面に対しても、異なる言葉が記述されてい

たことから、自らの運動感覚だけでなく、他者の姿も細かく観察しながら、様々な情報

を得ていたと推測される。 

 各局面のコメントでは、運動の３局面に対して技ごとにコメント数の割合が違ってい

た。全員の課題技とした大きな前転と倒立では、（はじめ）や（なか）が、（おわり）に

対して多めであるが、終末局面のコメントが少なかったその背景には、次の技に向かう

連続技の練習が少なかったことが影響していたと考える。そして、終末局面で変化を迫

られる伸膝前転や開脚前転には、足の開き方や手の押し方などにコメントが多く出され

ていた。これは、これらの技の達成のポイントを整理してとらえたと考える。開脚前転

や伸膝前転の準備局面には「大きな前転と同じ」などと、技ごとの整理がなされている

ことを表すコメントがみられた。 

技の発表会では、自分の演技の映像を見て、課題の解決策を考えて記した。そこでは、

ポイントが整理された、具体的な記述がなされていた。 

運動を細分化し、（はじめ）（なか）（おわり）の３局面に分けることを学習することで、

着目すべきポイントが絞られ、生徒が運動を簡単に見取れるようになったと思われる。

 これらのことから、生徒は運動観察の視点を意識して、運動をとらえることができた

と考える。 
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（２）動作のコツを理解できたか 

  ア 感覚づくり運動における動作のコツを理解できたか 

  （ア）学習カードの記述内容による分析 

表３－５は感覚づくり運動の教師のねらい、表３－６、表３－７は学習カードに

書かれた生徒のコメントである。多くのコメントが教師のねらいに合って記述され

ていることがわかる。 

例えばブリッジでは、教師が逆さ感覚や腕支持感覚、全身の反り（表３－５）を

ねらっていたことに対して、その運動を行う上でのポイントを、アーチを意識する、

腕で支える（表３－６）と答え、さらにはその目的として、ほん転技群の技、倒立

の腕支持（表３－７）と記述している点である。 

 

※１の２種目は３時間目から８時間目まで実施、※２の１種目は４時間目から８時間目まで実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動 主なコメントの概要 数 種目（総数） 主なコメントの概要 数 

ゆれる 反動 11 お腹に力を入れる 34 

足を伸ばす  18 足を伸ばす 6 

足やお尻に勢い 27

Ｖ字腹筋 

(70） 
バランスを保つ 7 

腹筋に力を入れる 8 回転の勢い 18 

ゆりかご 

（105） 

背中、丸くなめらか 8 回転を滑らかに 9 

アーチを意識する 26

前転＆ジャンプ 

（43） 

ジャンプを意識 8 

腕で支える 19 腕でしっかり支える 35 

腕と足を近づける 14 お尻、腰を上げる 24 

ブリッジ 

（103） 

アゴを上げ、下を見る 16

カエル足打ち 

（102） 
足を高く、伸ばす 20 

手足を引きつける 8 お尻、腰を上げる 25 

手足を伸ばす 14 腕でしっかり支える 21 
しゃくとり虫 

（50） 
手をしっかりつく 14

川跳び 

（90） 
足を高く、伸ばす 16 

足・腰をまっすぐ 36 はねてから手をつく １ 

お尻を上げる 19 手で体を支える １ 
背倒立 

（102） 
肘で支える 11

うさぎ 

（８） 

 手足を伸ばす １ 

運動 主なねらい 

ゆりかご 回転を滑らかに行うための背中での順次接地、体重移動からの勢いづくり 

ブリッジ 逆さ感覚や腕支持感覚、全身の反り 

しゃくとり虫 ※１ 逆さ感覚や腕支持感覚、前方への体重移動 

背倒立 逆さ感覚や腹部からつま先までの体幹の緊張 

Ｖ字腹筋 腹筋や下半身の緊張 

前転＆ジャンプ ※１ 回転の後半における勢いづくり 

カエル足打ち 逆さ感覚や腕支持感覚 

川跳び 横跳びでの体重移動、逆さ感覚や腕支持感覚 

うさぎ ※２ 逆さ感覚や腕支持感覚 

表３－６ 生徒が記述した各感覚づくり運動のポイント（抜粋） 

表３－５ 感覚づくり運動の教師のねらい 



35 
 

 

 

イ 各々の技を行うコツを理解することができたか 

 （ア）学習カード等の記述内容による分析 

図３－11は各運動について、それらのコメントの個数をまとめたものである。なお、

「しゃくとり虫」「前転＆ジャンプ」は３時間目の授業から、「うさぎ」は４時間目の

授業から紹介していったために総数は少ないが、その他の運動では全員（28 名）がそ

れぞれの運動についてコメントを記述していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動 運動の目的 

ゆりかご 様々な種類の前転 15、後転７、勢いをつけてしっかり立つ５ 

ブリッジ ほん転技群の技 12、倒立の腕支持５、柔軟性 

しゃくとり虫 倒立７、前転のはじめ、伸膝前転 

背倒立 倒立 14、伸膝前転５、大きな前転７ 

Ｖ字腹筋 伸膝前転 10、大きく転がるとき５、前転で起き上がるとき８ 

前転＆ジャンプ 前転６、跳び前転３、連続技 

カエル足打ち 倒立 28、お尻をあげる感じでやる⇗、側転 

川跳び 側転 27、倒立 25、ロンダート 

うさぎ 倒立６、跳び前転６、伸膝前転２ 

表３－７ 生徒が記述した各感覚づくり運動の目的（抜粋） 

図３－11 感覚づくり運動の目的記入数   
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表３－８は７日目に行った発表会の課題に向けた学習の中で、課題技の大きな前転

と倒立のコツについて書かれたものである。大きな前転、倒立では、感覚づくり運動

で行っていた「しゃくとり虫」「背倒立」「カエル足打ち」の名称が記述されている他、

各種の技の３局面のコメントの中に、感覚づくり運動を通して得られたコツが学習カ

ードに記述されている。技の練習の中で、生徒が感覚づくり運動のコツを習得に向け

て生かそうとしていったことを表している。すでに感覚づくり運動の名称が入ってい

る部分もあるが、生徒Ｙの大きな前転では、はじめで「足をまっすぐ」となっている。

これは感覚づくり運動の「しゃくとり虫」の要素である。また、生徒Ｕのおわりの「し

っかり立ちあがる」は前転＆ジャンプの要素である。生徒Ｎ１からは背倒立で多く出

されている「つま先でピン！」や、生徒Ｏは「頭を丸めこむ」（ゆりかご）、「△を意識

して、足をけり上げる」（カエル足打ち）などが出されている。このように各部のコメ

ントを細かく読むと、そのいたるところで感覚づくり運動が生かされていることがわ

かる。 

 

 

 

図３－12は事後アンケートの感覚づくり運動の感想である。多くの生徒が感覚づく

り運動を行うことで「技への繋がりを感じた（86％）」「技の理解できた（82％）」「上

達に役立った（82％）」と考えていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 運動 局面 コメント 生徒 運動 局面 コメント 

はじめ 足をまっすぐ はじめ 蛙の足打ちから発展させていく感じ 

なか 背倒立 なか 記述なし Ｙ 
大きな

前転 
おわり 足を揃える 

Ｎ２ 倒立 

おわり 記述なし 

はじめ 少ししゃくとり虫みたいな恰好で はじめ 腕をしっかり 

なか 背倒立みたいに なか 頭を丸めこむ（あごをひく） Ｕ 
大きな

前転 
おわり しっかり立ちあがる 

大きな

前転 
おわり 勢いをつける 

はじめ 思い切り足をける はじめ △を意識して 

なか 記述なし なか 足をけり上げる、アゴを出す Ｎ１ 倒立 

おわり つま先でピン！ 

Ｏ 

倒立 

おわり アゴを引いて、お腹に力を入れる 

表３－８ 学習カードに記入された課題技へのコメント（７日目）

図３－12 事後アンケートにおける感覚づくり運動の感想 
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表３－９は倒立になることができなかった生徒Ｋが、学習の過程において、ポイン

トとなる感覚言葉等を探し、「できなかった倒立ができるようになった」と記述した

学習カードである。５時間目には倒立において、（はじめ―大きく手をつく）、（なか

―大きく足を振り上げる）（おわり―腕を曲がらないようにする）と自身で感じたポ

イントを表している。 

（なお、この表の※のコメントは、その前の時間までにも、その技の同じ局面におい

て記述されていたため、集計時は新しいコメントとしては数えない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 種目 局面 コメント 各時の感想 

はじめ 大きく手をつく 

なか 足を大きく振り上げる ５ 倒立 

おわり 腕を曲がらないようにする 

倒立ができないよー。Ｏさんがとてもキレイにで

きててすごかったです。 

はじめ 手をしっかりつく ※ 

なか 足を大きく振り上げる ※ 倒立 

おわり 手を曲げないように気をつける ※ 

はじめ 手と足を伸ばす 

なか お腹に力を入れる 

６ 

ブリッジ 

おわり 首を背中の方に向ける 

側転が出来そうでできません。川跳びが結構でき

るようになりました。 

はじめ 掌を大きく開いて、マットを強くつかむ 

なか 振り上げ足を大きく振り上げる ※ 倒立 

おわり 手を曲げないように気をつける ※ 

はじめ 手と足を伸ばす ※ 

なか お腹に力を入れる ※ 

７ 

ブリッジ 

おわり 首を後ろに反らす ※ 

倒立するとき、補助があっても微妙にしかできな

い。体がどうしても反っちゃう。手が支えきれな

いで、崩れちゃう。まっすぐにならない。 

はじめ 大きく手をつく ※ 

なか 足を大きく振り上げる ※ ８ 倒立 

おわり 腕を曲がらないようにする ※ 

補助を使わないでできそうだった。 倒立からブ

リッジに行く時、体を強く打って痛かった。 

問題点 自分でできるようにする 

９ 倒立 

解決法 もっと腕でしっかり支える 

中学のときにできなかった倒立とかができるよ

うになりかけました。前は足すら上がらなかった

のに、今は上がるようになり、もう少しで倒立ブ

リッジができるようになりました。ありがとうご

ざいました。 

表３－９ 学習カードにおける生徒（Ｋ）のコメント 
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 表３－10はマット運動が苦手で、事前アンケートにおいては「マット運動に楽しい

ことなどない」と記述した生徒Ｎの学習カードである。２～３時間目はグループヘの

不満を抱き、感覚づくり運動が思うようにできず、４時間目まで技のコメントが全く

記述されていない。そして、５時間目からコツの記述が始まっている。この生徒の感

覚づくり運動の達成度は、当初すべて１であったが、グループ学習で技能の高い生徒

から倒立のアドバイスを受け、補助付きではあるが、発表会で倒立を完成させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 種目 局面 コメント 各時の感想 

はじめ  

なか  ２ 
大きな

前転 
おわり  

グループが合わなくて、いや、もう少し話しやす

いといいのに 

はじめ  

なか  ３ 
開脚 

前転 
おわり  

ウォーミングアップも全然できない。できること

一つもない。 

はじめ  

なか  
伸膝 

前転 
おわり  

はじめ  

なか  

 

４ 

後転 

おわり  

後転できる人スゴイ！ 

はじめ 手の平をしっかりつく 

なか 足をいきおいよく上げる ５ 倒立 

おわり  

倒立できる人すごい 

はじめ  

なか  ６ 倒立 

おわり  

倒立のコツを少しつかんだ 

はじめ アゴを引っ込める 

なか 腰をしっかり支える 背倒立 

おわり  

はじめ  

なか  倒立 

おわり  

はじめ △をイメージして、手で押すように 

なか  

 

７ 

倒立 

おわり  

 

倒立が結構できるようになって嬉しい 

表３－10 学習カードにおける生徒（Ｎ）のコメント 
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「（２）動作のコツを理解できたか」についての考察 

  表３－６、表３－７から、生徒が感覚づくり運動を行い、コメントを考える中で、運

動に含まれる要素を技のコツとして適確にとらえたこと、また、一つの運動が複合的に

生かされることを理解できたと考える。 

又、感覚づくり運動のなかで、しゃくとり虫、前転＆ジャンプ、うさぎは、練習が十

分に行えなかったため、運動の理解度が低く、それが、大きな前転の習得において、（は

じめ）の部分が作れない生徒がみられたり（しゃくとり虫）、連続技のイメージがもて

ない（前転＆ジャンプ）生徒がみられたりした要因と考える。 

表３－９の生徒Ｋは倒立や側方倒立回転、ブリッジなどのほん転技群の技の習得を目

標に、練習を重ねた生徒である。単元当初は、倒立を行おうとしても足の蹴り上げがう

まくいかず、腰を上げることができなかったが、５時間目までに「カエル足打ち」や「川

跳び」の達成度が上昇し、最終時間には倒立のコツがつかめていたと考えられる。５時

間目から同じ言葉が倒立において記されているが、７時間目に（はじめ）の局面におい

て「掌を大きく開いて、マットを強くつかむ」と記している。これは、上がらなかった

足や腰が上がるようになったことで、バランスをとることが難しくなっていたと考えら

れる。又、倒立ブリッジへの移行を試みていたことからも、８日目までの記述からわか

る。倒立の準備局面で足や腰が上がらなかった生徒が、新たな課題に積極的に取り組ん

でいる様子がうかがえた。 

表３－10 の生徒Ｎは、グループ学習において、技能の高い生徒が協力して生徒Ｎの

倒立の補助を行い、運動感覚を伝えようとしたことから、意欲が高まり、自らコツを探

りに、積極的な行動をとるようにもなっていった。この生徒は様々なアドバイスや補助

を受けながら、試行錯誤で練習を重ねていた。 

生徒の技の達成までの過程は様々であるが、反復練習を行いながら実感できる感覚言

葉を探し続けることで、思考が深まり、言葉と感覚を一致させようとすることで、技の

達成に向けた積極的な活動が促されたと考えられる。 

このようなことから生徒は動作のコツを理解できたと考える。 
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（３）技能の高まりがみられたか 

ア 感覚づくり運動の達成度が高まったか 

（ア）練習での運動表現の分析 

図３-13 は感覚づくり運動の２時間目の時点で、教師がその達成度が高いと判断

した生徒(Ｂ)、平均的と判断した生徒（Ｋ）、低いと判断した生徒（Ｎ）の３名を、

５時間目、８時間目において、ＶＴＲ撮影された映像をもとに評価した平均値の推

移である。 

生徒Ｂは 3.4―3.4―3.8、生徒Ｋは 1.6―1.8―2.6、生徒Ｎは 1.0―1.0―1.3 と、

達成度レベルに差はみられるが、それぞれ上昇していることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（イ）学習カードの記述内容による分析 

 図３－14 は、生徒全員の自己評価による感覚づくり運動のそれぞれの達成度を、

時間の経過に従って表したものである。すべての種目において達成度が上昇し、特

に前転＆ジャンプや背倒立において、その高まりが顕著であることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

図３－13 教師評価による達成度の推移 

図３－14 生徒評価による感覚づくり運動達成度の推移 
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９時間目の発表会の審査における点数に従って、生徒を技能（低）群５名、（中）

群 18 名、（高）群５名の３グループに分けた。図３－15、図３－16、図３－17は感

覚づくり運動の達成度の推移をそれぞれ表したものである。            
 図３－15、技能（低）群は感覚づくり運動において、単元当初はゆりかごや背倒

立において上達傾向が見られ、５・６時間目においては複数の種目で急激な低下が

みられた。しかし、背倒立、V字腹筋、ゆりかごなどは再び上昇傾向に転じた。 
また、図３－16の示すとおり、技能（中）群ではすべての種目において達成度の

上昇傾向が見られ、図３－17 からは、技能（高）群では、すべての種目において、

当初から高い数値を示しており、その値は大きく変わっていないが、しゃくとり虫

については３時間目から５時間目において急激に低下していることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－15 感覚づくり運動 技能（低）群の達成度 

図３－16 感覚づくり運動 技能（中）群の達成度 
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イ 課題技（大きな前転）（倒立）の技能が高まったか 

（ア）練習や発表での運動表現の分析 

     図３－18は、課題技とした前転の２時間目と９時間目における教師による技能評

価の推移である。また、表３－11は前転を評価する際の技の達成度を示した表であ

る。２時間目の平均 2.8 から、９時間目は平均 3.8 に向上した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 技の達成度 

1 だるま転がりで頭頂部がマットにつき、起き上がれない 

2 だるま転がりで膝が開いて起き上がる 

3 腰角が狭く、商用局面で膝が曲がっている 

4 腰角が狭く、膝が伸びている 

5 腰角が開き、主要局面で膝が伸びている 

表３－11 前転の技の達成度 

図３－17 感覚づくり運動 技能（高）群の達成度 

***P＜0.01   図３－18 教師による前転評価の推移 
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図３－19は、倒立の５時間目と９時間目における教師による技能評価の推移であ

る。また、表３－12は倒立を評価する際の技の達成度を示した表である。５時間目

が平均 2.4 であったことに対して、９時間目は平均 3.5 に向上した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

図３－20･21 は前転と倒立の評価の推移を、技能（低）群、（中）群、（高）群、

それぞれ表したものである。すべてにおいて向上しているが、前転においては、技

能（高）群の伸びが最も著しい。また、倒立においては、技能（中）群の伸びが最

も著しい。 
 
 
 
 

 
 

 
 
    

 
 

 

 

 

 

 

評価 技の達成度 

1 補助者が足を持ち上げるが、腕支持ができない 

2 補助者が足を持ち上げて、補助ありで維持される 

3 自分で倒立になれるが、補助ありで維持される 

4 補助なしで自分で倒立になれる 

5 補助なしで倒立になり、安定している 

表３－12 倒立の技の達成度 

図３－20 技能別にみた前転評価の推移 

***P<0.01   図３－19 教師による倒立評価の推移 
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図３－21 技能別にみた倒立評価の推移 

「（３）技能の高まりがみられたか」についての考察 
感覚づくり運動では、特に技能（中）群の高まりがみられた。この群は技の達成に向け

て、この運動が特に適当な内容であったため、意欲的に取り組んだ結果であると考える。 
また、技能（低）群に対しても、技の様子やコメントなどからはこの感覚づくり運動が

役立っていった様子が伺えた。しかし、単元の中期では、感覚づくり運動が毎時行われた

ことで、一時的に達成度の数値が落ちた。 
技能（高）群には５時間目にしゃくとり虫で大きく数値を落としているが、この群は他

の群に対して、欠席や体調不良等による見学の割合が高く、当日は一人のしゃくとり虫の

達成度の低い生徒のみ行ったためである。 
大きな前転は、生徒は難しいと感じている様子がうかがえたが、感覚づくり運動の達成

度の高まりにつれて、技能の高まりがみられた。また、腕支持の方法や視線の向きに関す

る学習カードの記述、感覚づくり運動の背倒立や川跳びの姿から、倒立の習得が進んでい

ることがうかがえた。 
これらのことから、感覚づくり運動と課題技に対して生徒の技能の高まりがみられたと

考える。 
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７ 検証授業を終えて 

  検証授業では、運動に対して生徒が感じている楽しさや自信の程度、また、授業を受け

たことによるその変容を知るために、事前、中間、事後の３度にわたり、運動有能感の調

査を行った。その結果と分析は次のとおりである。 

（１）運動有能感について 

クラスの多くの生徒が、単元を通して、授業に対して楽しさを感じていたと考える。

図３－22からもそれはうかがえる。しかし、単元前半でのグループ学習は教師の判断で

メンバー編成を行ったことや、感覚づくり運動や基本技の説明等でグループ練習の時間

が短かったことが課題として残った。図３－23の受容感の一時的な落ち込みはそのこと

に起因すると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(統制感)**P<0.05  図３－23 運動有能感（因子別） 

**P<0.05  図３－22 運動有能感 
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（２）技能別にみた生徒の学習の姿 

  ア 技能（低）群の生徒Ｙ２ 

生徒Ｙ２は技能（低）群の生徒であり、マット運動への苦手意識が強かった。表３

－13のように最終日の発表会では友人の補助を得てではあるが、倒立を行うことがで

き「良かった」とコメントした生徒である。 

 

 

 

単元前半は技が行える友人

たちをよく観察しているが、

逆に自身の達成については、

コメントが見られない。技能

が高く積極的な友人達と、決

してそうではない自分の姿を

比べてしまっているようであ

った。しかし、友人の補助を

得ながら練習を重ねた結果、

単元後半は前転や倒立に変容

が見られてきたことがわかる。

事後アンケートでは「技の仕

組みがわかる」「練習の仕方

がわかる」「からだの動かし

方がわかる」と答えていた。

図３－24からは、単元前半の停滞期を経て、後半に、技能の高まりや練習の意味を見

出している様子が反映されている様子がわかる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 各時の感想 

1 
K さんが既に技ができて、しかも感覚づくり運動にまじめに取り組んでいたので、凄か

ったです。 

2 前転はしようとしたら頭が床に擦れた M さんが的確なアドバイスをしていました 

3 
M さんが感覚づくり運動に楽しく取り組んでいて、開脚前転も最後で立てたので良か

ったです 

4 U さんが「できない」と言っていたのにきれいにできていた 

5 
倒立は初めてだったけど、2 回目でマットに掌をしっかりつけたら長くできました。蹴る

力をつけたい。 

6 M さんが補助なしでもできていました 

7 前転で座り込むことがなかった  ※図で解説 

8 倒立が補助ありだけれど前転することができた。 

9 補助ありでも倒立できて良かったです。 

表３－13 生徒Ｙ２各時の感想

図３－24 生徒Ｙ２の運動有能感（３因子）の推移 
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イ 技能（中）群の生徒Ｏ 

生徒Ｏは技能（中）群の生徒であり、グループ学習において技能（高）群の生徒が

技能（低）群の生徒に積極的にアドバイスを与える傍らで、それを聞きながら自らの

練習の参考にしていた生徒である。表３－14 では上達がみえ、「マット運動が好きに

なった」とコメントしていることがわかる。また、図３－25は、好印象を抱いている

様子が読み取れる。 

 

グループ学習が適切に行わ 

れていると判断したため、教

師はこの生徒に対しては、授

業の中で個人的に関わること

は控え、必要と思われる技術

的な指導は、全体に対して行

うようにしていった。しかし、

学習カードでは、細かな上達

の喜びに共感して、技術的な

ポイントの指摘を行った。ま

た、この生徒のコツと思われ

た言葉が早い時期から出てい

たため、その感覚の問いかけ

と確認をしていった。 

  補助を行いながら積極的に

活動していたが、技能（高）

群の生徒が傍らにいたため、運動有能感の質問項目にあるような「見本」に選ばれる

ことや、自分が「優れている」と思う機会は決して多くはなかったと考える。しかし、

表３－14のコメントからは、この生徒が単元を通した活動の中で、自己の技能の高ま

りを実感できていたことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

時間 各時の感想 

1 思ったより大変だった。力の入れ具合が難しかった。 

2 
前回より背倒立ができるようになった。ＯさんＩさんがブリッジの形がとてもきれいでし

た。 

3 しゃくとり虫の足を曲げずにできるようになった。 

4 後転があまりできなかった。体が痛くなりました。 

5 補助ありで倒立できました！！ 首を引いたらできた。 

6 倒立の時はアゴを引くということを学んだ。 

7 倒立があまりできなかった。前転の時に足が曲がってしまう。 

8 倒立ができるようになった（補助なし）開脚前転がうまくできない。 

9 

先生の授業は内容がしっかりしていたし、アドバイスもたくさんしてくださったので、と

ても良かったです。苦手な技がたくさんあったけど、いろいろ上達することができたと

思います。以前よりマット運動が好きになりました。 

表３－14 生徒Ｏの各時の感想 

図３－25 生徒Ｏの運動有能感（３因子）の推移 
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ウ 技能（高）群の生徒Ｉ 

生徒Ｉは技能（高）群の生徒であり、教師がグループ学習の中において技能（低）

群の生徒へのアドバイザー的な役割を期待した生徒であった。マット運動への自信と

期待感が、基礎的な内容に終始した授業のなかで、あまり生かせなかったことが表３

－15からうかがえる。 

 

 

この生徒は体操の経験者であったが、

感覚づくり運動は未経験であった。そ

のため、開始時は戸惑いを見せていた

が、その感覚が技の達成に繋がること

を即座に理解している様子が表３－

15からうかがえる。しかし、自分の技

能と、行っている授業で扱われる教材

の間にギャップを感じ、自らの技能の

向上には繋がりそうにないと感じてし

まったようである。 

この生徒には、単元前半は友人に自

身の持つ運動感覚を積極的に伝えるよ

うに促し、伸膝前転を上手に出来るよ

うになることと、後半は自分の技を練

習する時間を予定していることを学習

カードや口頭で伝えていた。そして、後半はハンドスプリングやロンダートを美しく

行えるように、学習カードや見本を実施することで、本人のための技術練習を保証し

ていった。 

結果的には、自身の技能がこの授業では十分に自分の技能を発揮できなかったと感

時間 各時の感想 

1 

あまり楽しくなかった。でも、このウォーミングアップがどの技につながっているの

とか分かって「ほー」って感じだった。友達は進んで取り組んでいてすごいなあって

思った。自分も頑張らなきゃ☆Ｖ字腹筋で少し足つりそうになった。体かたいから大

変だあー。でも、体操やってたから、やり方違くて、ちょっとテンパった 

2 
前転やり過ぎて目回った。倒立とかで変な癖がついていて、カエルの足打ちとかがで

きない。 

3  

4 Ｍの開脚超キレイ とってもとっても目が回った。 

5 
倒立だけで終わってつまんなかった。自分の技を練習する時間が欲しい。話が長くて、

あまり時間がなかった。 

6 

靴下をはいていると滑った。。。そして腰が超痛い。久しぶりにハンドスプリングやっ

た。怖いって思っちゃダメだすっ！ロンダートは上で足揃えてきれいに出来るように

する。倒立も足揃えなきゃ、、。意識すんの大変！！ 

7 
倒立前転のコツを教えてもらった。そしたらキレイにできた。大きな前転がまだよく

分かりません。 

8 
とてつもなく腰が痛かったですよ。ってゆうか目が回る。時間ないんですけど、伸ば

せなーい。 

9 基本技じゃなくてもっと違う技をやる時間が欲しかった 

 

図３－26 生徒Ｉの運動有能感（３因子）の推移

表３－15 生徒Ｉの各時の感想 
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じている様子が、９時間目の感想や図３－26からもわかる。教師はこのような生徒に

対し、単元前半では自己観察と運動感覚の言語化の意義をさらに十分に理解できるよ

うに指導を行い、後半では練習の時間を十分に保障することが課題として残ったと考

える。 

このようなことからマット運動の授業では、同じクラスの中に全く違う傾向を示す

生徒が混在していることを改めて認識させられた。また、運動有能感を含めた事前調

査を丁寧に行うことで、クラス全体のみならず、一人ひとりの意識のあり方を推測す

ることができた。さらに、中間に再び調査を行ったことは、意識の変容をとらえなが

ら授業を行えたことは非常に重要なことであった。そして、事後に行った運動有能感

の調査は、単元を通した生徒の変容を把握する材料ができ、授業に対する教師の振り

返りに非常に役立ったと考える。 
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【４】 研究のまとめ 

 
１ 研究の成果 

（１）学習の工夫と成果 

   本研究では、マット運動の技のコツを伝えあい、技能を高めるために、運動動作を細

かくとらえる運動観察の基礎を学んだ。また、感覚づくり運動を単元を通して行い、コ

ツを視覚と身体の動きの両面で理解し、技能を高めることを目標とした。その際、動作

のコツを言語化することにより、効果的に技能を習得することを試みた。そして、そこ

で生じた運動感覚をコツとして、グループで教えあったり、学習カードに記述をしたり

した。そのようにすることで運動への理解が深まり、生涯にわたって運動に親しむ資質

や能力を養う効果があったと考える。 

図４－１は学習計画を進める中で行った工夫とその効果についてまとめたものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 ４－１ 学習の工夫と効果の関連 

 

生涯にわたって運動に親しむ資質の育成 

技能の向上（大きな前転・倒立） 

達成の喜び 

運動感覚の自覚 

（動作の言語化） 

運動観察の観察力 

３局面で分けてとらえる 

    探り 
コツ  発見 
   伝達

コツボード 

コツの共有化 

感覚づくり運動 

技の感覚づくり 

今ある感覚の確認 

グループ編成 

異質集団と同質集団 

学習カード 
教師とのやり取り 

動作の言語化 

ＩＴ支援教材 

分かりやすい映像 

プレゼンテーション 

ソフト 

局面の説明 

運動感覚 

で
き
る 

わ
か
る 

み
え
る
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  ア グループ編成の工夫 

単元の前半と後半において、異質グループと同質グループとに活動のグループ編成

を変化させた。事前アンケートを行った結果、技に対するコメントの数が生徒によっ

て大きく違った。それらを技に対する認識度の違いと捉え、単元の前半はコメントの

多い生徒と少ない生徒がグループに混在するように教師が編成した。その結果、コメ

ントが多く出せていた生徒から、倒立などのアドバイスがなされ、運動動作にポイン

トが絞られた話しあいや協力して練習を行う姿がみられた。 

後半は、発表技が同じ生徒同士で組むとしたことから、同じ目的を持つ生徒同士が

話しやすい雰囲気を保ちながら学習を行っていた。 

生徒の運動有能感の数値からも、前半は能力の向上の可能性を認知する統制感の高

まりが特に認められており、後半は友人との親和的雰囲気を認知する受容感の高まり

が顕著であった。 

 

イ 学習カードの工夫 

その日に学習した技について、生徒がとらえた技の感覚や、周囲から受けたアドバ

イスなどを、（はじめ）－（なか）－（おわり）の３局面に分けて細かく、簡潔に書き

出せるように構成した。 

生徒が、実践を振り返りながら細かく文章化する作業は、技への認識を深め、自身

の課題を発見していく助けになると考える。しかし、細かく書き出すことで文章が長

くなり、ポイントがあいまいにならないように、記述欄の幅を短くし、数多く区切る

などレイアウトに気を使った。この工夫により、①生徒の負担感を減らす。②観点が

増え、思考の幅を広げる。③教師の読み取りが容易になる。といった効果があった。 

また、教師が細かくコメントを記述することで、生徒のモチベーションも維持され、

継続的な記入につながるとともに、思考の深まりを促すことができたと考える。 

 

ウ 感覚づくり運動 

予備アンケートの結果から、マット運動に必要な逆さ感覚や腕支持感覚、順次接地

の技術などを十分に身に付けていない生徒が多く、またそれらの感覚を身に付けない

まま各種の技の練習を行ってきたためか、マット運動に対して「痛い」、「怖い」とい

ったマイナスイメージを強く持っている生徒が多くいた。そのため、必要な感覚を養

うにあたり、「ゆりかご」、「カエル足うち」、「ブリッジ」、「川跳び」、「V 字腹筋」、「背

倒立」の６種類の運動を６か所で各 30 秒ずつ行い、その間を「前転＆ジャンプ」、「し

ゃくとり虫」、「うさぎ」で移動するというサーキット方式の感覚づくり運動を取り入

れた。 

これらをウォーミングアップとして毎時間行い、その達成度を確認させた結果、生

徒は、技のコツを生徒が頭だけでなく、体でも理解できるようになり、感覚づくり運

動の達成度が高まるにつれて、技の構造の認識を深め、各技の達成度が高まったと思

われる。 

 

エ 教材の工夫 

（ア）プレゼンテ－ションソフト（IT を用いた支援教材） 

今回の授業においては技を習得し、その理解を深めるために、IT を活用した支援

教材を各時間において用いた。 

単元の１・２時間目では理論の説明をプレゼンテーションソフトと動画教材を使

用して行った。感覚づくり運動の必要性やそれらを行うために運動感覚を自覚する

こと、さらには運動を深く観るために動作を３局面に分けることなどを理解するた

めに、非常に有効であった。 
また、５時間目以降は、ノートパソコンを６台用意し、生徒が見本となる技の映
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像を自由に閲覧できるようにした。各種の技の見本の映像と練習法や補助法を、技

の局面ごとに確認できるようになっており、生徒自らの理解に役立ったと思われる。 

 

（イ）コツボード（コツの共有化） 

技を行うための感覚を共有するために、技の展開を示した連続図を拡大印刷して、

壁に張り出し、生徒が感じたそれぞれのコツをその局面と部位ごとに書き入れるよ

うにした。生徒が必要に応じ、練習の中でそれらのコメントを確認したり、ボード

の前でコメントを介した話しあいが自然に行われる様子があったりしたことから、

各自が有効にコツボードを使用していたと考える。 
 
オ 単元構成 

器械運動は生徒の技能の幅が広く、それに応じるように生徒の活動へのモチベーシ

ョンの違いも大きくなる、すべての生徒に対して、同時にアプローチをしていくこと

は困難と考え、単元の前半と後半の構成に違いを持たせることとした。前半は技能の

低い生徒、後半は技能の高い生徒の活動に注目するように計画していった。 
そのため、前半は技能の低い生徒が、基礎的な内容を技能の高い生徒との関わりあ

いの中で学ぶように、高い生徒は教える中で、自らの認識を改めたり、深めたりする

こととができるように計画した。そして、後半は同じ程度の技能の者同士で、思いき

り体を動かしたり、補助をしあったりしながら、新しい技を習得できるようにしてい

った。 
 
（２）今後の課題と改善点 

ア グループ編成の課題と改善点 

今回は技能レベルが様々な集団と、同質な集団をそれぞれの目的に合わせて組み換

えるといったグループ編成を行った。技能レベルの異なる集団においては、教えあい

が促され、技能の低い生徒の技能の向上には役立ったが、充分時間がとれなかったた

め、技能の低い生徒が技能の高い生徒にアドバイスするまでには至らなかった。 

また、同質の集団における学習においては、時間の設定が不十分であったため、も

ともと技能の高い生徒の高まりを十分保障することができなかった。学習の目的を明

確にし、グループ編成とともに時間配分と場の設定を工夫していくことが課題となっ

た。 

 

イ 学習カードの課題と改善点 

今回の学習カードは、運動への理解の深まりを促し、モチベーションを喚起するた

めには有効であったと考えるが、記入量が多く、生徒と教師、双方の負担が大きかっ

た。継続的な使用と各時間の適切なフィードバックのためには、学習内容を明確にし、

ポイントを絞った学習カードを作成する必要がある。 

 

ウ 感覚づくり運動の課題と改善点 

生徒は開始当初は興味を持って取り組んだが、継続するうちに興味が薄れ、集中し

て活動できなくなってしまったようであった。その予防のためには、同目的で行われ

る感覚づくり運動のバリエーションを教師が豊富に用意することと、少しの向上でも

それが実感できるように、その達成度のレベルをきめ細かく設定することが必要と考

える。さらに、目的意識を明確にさせることや、生徒が好む音楽などを流してエクサ

サイズ的に行うことも効果的であると考える。 

 

エ 教材の課題と改善点 

（ア）IT を用いた支援教材 
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今回の授業すべての時間、活動場所であるレスリング場でＰＣ（含プレゼンテー

ションソフト）と移動型スクリーン、プロジェクター等を使用した。しかし、高価

な機器であることや台数が限られていることで、移動や保管が大変であったため、

ＰＣ教室または各教室での活用を考える必要がある。 

また、独自のソフトを作成するにあたっては、作成技能の習得をはじめ、撮影、

編集等、多くの時間が必要となる。しかし、一度作成すれば、その後の使用は繰り

返すことができるので、教師同士がチームを組んで作成することが望ましいと考え

る。さらに、市販の映像教材の活用やインターネット（使用許諾のある）の映像教

材を利用する方法も考えられる。 

当初予定していた、デジタルカメラ等のムービー機能を使った、技を行う姿の撮

影については、自身の姿を客観的にとらえ、課題を発見・解決していくことやグル

ープで協力して撮影することで、活動への興味・関心を高めることなどには非常に

有効であると考えられる。しかし、さまざまな教材・教具が既に活用されているな

かで、さらに新たな教具を示すことは、学習の進行を妨げる怖れがあると判断し、

今回は最終日の撮影のみに留まってしまった。運動観察の視点を学んだ生徒が、ビ

デオカメラ等で自らの映像を見るようにすることができれば、理解の深まりや技能

の高まりはさらに望めるものと考える。 

 

（イ）コツボード 

今回の検証授業においては、授業の場（レスリング場）の壁に数多くのコツボー

ドを掲示した。生徒がすぐにその技の感覚をボードに記入できるように、コツボー

ドの近くで練習を行うように場を設定したため、活動の場が限定されてしまった。

また、実際には練習を行っていない技のボードも掲示されていた。ボードの精選と

必要に応じた場の設定がなされれば、より効果的な授業が行えると考える。 

 

オ 単元構成 

単元当初、生徒の技能の様子が明らかになるにつれ、予想以上に基礎技能の獲得が

必要である生徒がいると判断された。そのため、基本的な内容の説明やその練習の時

間を多くとった。その結果、後半において、発表会に向けた各時の技の練習や技を連

続して美しく行うための練習が不十分になってしまい、新しい技に挑戦する欲求や自

由に体を動かす欲求を十分に満足させるまでには至らなかった。 

事後アンケートでは、技能（中）群と技能（低）群の生徒からは「わかりやすかっ

た」、「丁寧であった」、「できるようになった」という感想がみられたが、技能の高い

生徒からは「時間が無かった」、「自由にやりたかった」、「構成が悪い」という感想が

書かれた。 

高等学校のマット運動は生徒一人ひとりの技能レベルの差が大きく、またそれによ

ると思われるモチベーションの差も大きい。事前に運動有能感や学習経験の調査を行

い、達成目標や学習形態を明確にすること、そして、単元の中でも生徒の実態に臨機

応変に対応していくことが重要であると感じた。技能（高）群の生徒には、感覚づく

り運動から技への繋がりを確認し、自由に体を動かす場の確保が特に必要であったと

考える。 

 

カ 課題技 

  大きな前転は課題技として適切であったと考えるが、生徒の達成度は教師が予測し

ていたものよりも低かった。その理由として、①準備局面の導入動作で膝を伸ばし、

重心を高くすることの指導が不十分であったこと ②技の発展という点において、大

きな前転の意味が生徒に十分に理解されなかったことなどが考えられ、教師の指導に

課題が残った。 
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２ 今後の展望 

  本研究を行うにあたり、マット運動の技能を高めるためには、しっかりと自分や友人の

姿を認識することが有効であると考えた。注視して「観て」、感じたことを友人と話しあ

うことで、新しい気付きが増え、より質の高い活動が生まれると考えたためである。さま

ざまな体育学習の場で行われつつある IT 支援教材を用いた動作分析も、生徒自身が確か

な視点をもって映像をみなければ、思うような効果は望めないと考える。 

単元の初期において、３局面のとらえを学習することは、的確な課題発見とその解決法

の考案に繋がり、検証授業で行った感覚づくり運動やスモールステップの段階的な技術練

習も、その意義がより分かり易くなると考える。 

  そして、これらの取り組みはマット運動に限らないと考える。なぜなら、個人の運動動

作はほとんどが３局面の視点でとらえることが可能であり（連続動作は終末局面と次の動

作の準備局面が融合し、中間局面となる）、器械運動の他の種目や、陸上競技などの個人種

目は勿論、団体種目における個人の動作（クローズドスキル）などにも簡単に当てはめら

れる。それらすべてで生徒自身が局面ごとの観察を行い、その姿や感覚をとらえることが

可能である。次の表はハードル走（ハードリング）とハンドボール（右利きジャンプスロ

ー）の動作を３局面の視点でとらえた記入例である。 

 

  

 

表４－２ ハンドボール（右利きのジャンプスロー）の例 

 

そして、動作が連続する場合には（おわり）の終末局面が次の動作の準備局面に融合す

ること（ハードル走の抜き足からインターバル走）や、（はじめ）の準備局面から（なか）

の主要局面への移行に変化をもたせることが、球技等で相手の逆を狙うフェイント動作で

あることも理解できるようになる。このような学習は、領域、種目にかかわらず、すべて

の運動動作に、より深い理解を生むと考える。 

 また、検証授業では、確認された運動の姿や自分で行って感じた運動の感覚を、話した

り記述したりと、できる限り言葉に表すことを促した。見た目に確認できる運動の姿だけ

でなく、体を動かす際に自然に出る掛け声やその瞬間の“感じ”を、「感覚言葉」として率

直に表現することで、個人の漠然としたイメージを対象化し、客観性を持たせることに努

めた。それは次のような効果を生み出すと考える。 

①技能の低い生徒は、友人の感覚言葉等を頼りにすることで、「できる」イメージを想像

しながら、練習できる。 

②技能の高い生徒は、自分の運動感覚に響く言葉を探ることで、なんとなくできている

のではなく、何故できるのかを再認識することができる。 

③教師は、生徒の運動イメージの言葉が運動実践とともに数多く表わされると、思考の

過程が推察しやすくなり、適切な関わりをすることができる。 

  また、運動実践の場に必要な言葉は、決して難しくなく、むしろ体を動かしながらやり

はじめ なか おわり 

前傾して 

リード足（振り上げ足）を前に 

獲物に襲いかかる感じで 

振り上げ足と逆の手は前に 

起き上がらないように 

スピード感が大事 

振り上げ足を引き下ろす 

抜き足は鋭い膝蹴り（足首と同じ軌跡）

抜き足側の手は膝を抱えるように 

はじめ なか おわり 

ターン・タ・タンのリズムで 

鋭く踏み込む 

ボールは後ろに引く 

肘が上がる 

左手・左肩が前、右手は後ろ 

ボールは後ろに高く 

エイッて感じ 

振り下ろす 

左足で着地 

ボールの行方は？ 

すぐ次の動き 

表４－１ ハードル走（ハードリング）の例
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とりできるように直観的で簡潔なことが望ましいと考える。 

動作を意識的に言葉に表しながらグループでの課題解決学習を行うことは、友人の運動

感覚をも推し量ることになり、相互理解を促し、運動に対する思考をさらに深めると考え

る。 

また、一つの運動課題に対しても、一人ひとりの運動の感じ方が違うことから、授業で

は様々な表現がなされる。それに対しては、指導者もその生徒の運動感覚を推察し、それ

に対して多様な言語表現でアドバイスできるように、運動に対する言葉を、多くもつ必要

があると考える。そして、このような感覚的なとらえと、論理的・合理的な説明による理

解を組み合わせることが技能の向上に対しても良いと考える。 

前述の授業を具体的に表すと次のようになる。 

①友人や見本の姿を細かくとらえられる。 

  ②自身の運動感覚と、ビデオ映像や見本の姿との違いを探しながら反復練習する。 

  ③運動の感覚や自身の課題を言葉で表し（つぶやき）ながら反復練習する。 

  ④必要に応じて、グループ学習を行う。 

  ⑤必要に応じて、学習カード等を活用する。 

 

運動動作を細かく観察し、言語化を通して深く考察することができると、運動を実践す

るだけでなく、他人の姿を見る際にも、その実践者に共感できるだろう。授業のみならず、

テレビ放映などでも、優れた動作を見て、共感することができれば、そこに感動が生まれ、

感動する機会が増えれば、その人の人生をより豊かにしていくと考える。授業を通して、

このような体験を数多くできるような生徒を育てていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



56 
 

＜引用・参考文献＞ 

１）中央教育審議会経過報告 2006 年２月 

２）杉山 重利 他 『新学習指導要領による高等学校体育の授業（上巻）』 大修館書店 2001 年４月 

３）金子 明友、浅岡 正雄 『運動学講義』 大修館書店 1997 年３月 

４）クルト・マイネル／金子 明友 訳 『マイネル・スポーツ運動学』 大修館書店 1981 年４月 

５）山口 政信  『スポーツに言葉を』 遊戯社 2006 年 11 月 

６）金子 明友 『わざの伝承』 明和出版 2002 年９月 

７）高橋 健夫 「コツを身につけさせる指導のコツ」 『体育科教育』大修館書店、第 47 巻第４号 1999 年 

８）三木 四郎  「コツ」がわかる器械運動の指導の考え方」 『体育科教育』大修館書店、第47巻第4号1999年 

９）大筑 立志  「動きのコツを科学的に表現する」 『月刊ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞｬｰﾅﾙ』ﾌﾞｯｸﾊｳｽ HD 2007 年 11 月 

10）金子 明友 「コツの感性論的構造」『体育科教育』大修館書店、第 47 巻第 4 号 1999 年 

11）岡端 隆  「運動学から見た動きのコツ」『東海保健体育科学』 2003 年５月 

12）高橋 健夫 『体育の授業を創る』 大修館書店 2005 年 12 月 

13）岡澤 祥訓、加地 亜野  「運動有能感を高める方法その２ ―運動有能感と集団凝集性との関係―   

『体育科教育』大修館書店、第 47 巻第 4 号 1999 年 

14）高橋 健夫、深見 英一郎 「子どもの心に響く教師の言葉かけ」『体育科教育』大修館書店、第47巻第4号1999年 

15）岡澤 祥訓 「運動有能感の構造とその測定方法」『体育科教育』大修館書店、第46巻第８号1998年 

16）金子 明友 『マット運動』大修館書店 1990 年２月 

17）高橋健夫、林 恒明、藤井 喜一、大貫 耕一 『マット運動の授業』 大修館書店 1988 年４月  . 


	表紙
	目次
	【１】研究を進めるにあたって
	【２】理論の研究
	１　マット運動の特性について
	２　運動観察について
	３　運動の言語化について
	４　コツについて
	５　運動の習得について
	６　効果的なグループ学習について
	７　運動の苦手な生徒への関わり方について
	８　感覚づくり運動について
	９　運動有能感について

	【３】検証授業について
	１　研究の仮説
	２　検証の方法
	３　学習指導計画
	（１）単元の目標
	（２）評価規準
	（３）指導と評価の計画
	（４）単元計画　９時間扱い

	４　学習の工夫について
	５　授業の実際
	９時間扱いの１時間目
	９時間扱いの２時間目
	９時間扱いの３時間目
	９時間扱いの４時間目
	９時間扱いの５時間目
	９時間扱いの６時間目
	９時間扱いの７時間目
	９時間扱いの８時間目
	９時間扱いの９時間目

	６　検証授業の結果と考察
	（１）運動観察の視点を意識して運動をとらえることができたか
	ア　各を３局面に分けることによって、各局面を意識して運動のコメントを記入することができたか。
	イ　生徒の自己評価と教師の評価の比較

	（２）動作のコツを理解できたか
	ア　感覚づくり運動における動作のコツを理解できたか
	イ　学習カード等の記述内容による分析
	（ア）学習カード等の記述内容による分析


	（３）技能の高まりがみられたか
	ア　感覚づくり運動の達成度が高まったか
	イ　課題技（大きな前転）（倒立）の技能が高まったか


	７　検証授業を終えて
	（１）運動有能感について
	（２）技能別にみた生徒の学習の姿
	ア　技能（低）群の生徒Ｙ２
	イ　技能（中）群の生徒Ｏ
	ウ　技能（高）群の生徒Ｉ



	【４】研究のまとめ
	１　研究の成果
	（１）学習の工夫と成果
	（２）今後の課題と改善点

	２　今後の展望

	引用・参考文献



